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北大阪商工会議所

北大阪商工会議所公式LINEアカウントで
経営に役立つ情報、府市からの支援策など
を随時発信！

今月の表紙：合同会社 Relier(ルリエ)今月の表紙：合同会社 Relier(ルリエ)

北大阪商工会議所北大阪商工会議所　公式アプリ開設
公式LINEアカウント開設

LINE

右のQRコードを読み取って
ぜひご登録ください

Androidの方はこちら

iPhoneの方はこちら

北大阪商工会議所公式アプリをスマホに
入れていただくと、補助金等施策情報を
始め、確定申告、源泉徴収、労働保険年度
更新の各時期など経営に必要な情報をリアル
タイムで通知、情報に直接アクセスでき、
経営の羅針盤としてご活用いただけます！
今すぐダウンロードを！

２
お客様のニーズに合わせてカタチ

4 4 4

にします。

お客様の制作意図をより深く理解し、ご満足いただけるデザインを創造します。
地域密着ならではのきめ細かな対応で高品質印刷物の納品をお約束します。

印刷物制作の予算・部数・納期など企画の段階からご相談ください。
写真撮影・デザインから印刷・納品までトータルにサポートします。

〒000-0000 大阪市城東区今福北３-７-２
TEL ：06-6000-0000　FAX：06-6000-0000

株式会社ディーデザイン

田 中 真 由 美

企画室
室長

Tanaka Mayumi

http://d-design.jp

E-mail: tanaka@d-design.jp

〒000-0000 大阪市城東区今福北３-７-２
TEL ：06-6000-0000　FAX：06-6000-0000Mobile：000-000-0000

E-mail：sugiyama@d-design.jp　http://d-design.jp

株式会社ディーデザイン

杉 山 宏 樹

営業本部

S u g i y a m a  H i r o k i

https://www.daicolo.co.jp

大阪本社 〒573-1132 大阪府枚方市招提田近2-8 ☎072-850-0771（代）・大阪営業部 ☎072-819-5288・営業２課 ☎072-867-3436
東京支社 〒131-0034 東京都墨田区堤通1-19-9 リバーサイド隅田セントラルタワー２階 ☎03-3619-6117 ／ 札幌支店 ☎011-738-3877
仙台支店 ☎022-792-6321 ／ 名古屋支店 ☎052-483-7510 ／ 愛媛クリエイティブラボ ／ 広島支店 ☎082-249-6911 ／ 福岡支店 ☎092-413-3888 ISO14001：2015 大阪本社・工場

お問い合わせ：大阪本社営業２課 ☎072-867-3436

営業品目
会社案内・パンフレット・カタログ・チラシ・ポスター・大型ポスター

名刺・写真入り名刺・IDカード・社員証・会員証・名簿・賞状

領収書・請求書・納品書・各種伝票・チケット・メニュー

DM・ハガキ・年賀状・暑中見舞・招待状・各種案内状・各サイズ封筒

社内報・広報誌・記念誌・写真集・作品集・画集・図録・書籍

商品パッケージ・包装紙・紙器・シール・不織布バッグ・紙バッグ

図書カード・QUOカード・カレンダー・カレンダーカード

クリアファイル・マウスパッド・下敷き・うちわ・カメラ・撮影機器

商品写真撮影・インターネット写真販売

あらゆる印刷物を
より良い“パートナーシップ”で





Nijiriguchiの躙り口

今回の主人公は、寝屋川市打上
宮前町にある合同会社Relier(ル
リエ)の代表、長岡雅子氏。長岡
氏は、大手音楽教室の講師を約
20年務めたあと、個人で子ども
向けの音楽教材の開発を始めた。
自宅などで気軽に楽しめるように
と音楽プリントの無料ダウンロー
ドを開始。

2010年には「どれみ広場」と
いうWEBサイトを自ら開設し、
オリジナルの音楽教材や教具を
販売。中でも、小中学校向けに
開発した黒板に五線が簡単にひけ
る「チョークライナー」がヒット
商品となった。これは、小学校の
教員をしていた息子の「担任が音
楽の授業も担当するため、準備が
とても大変だ」という現場の声か
ら生まれた。長岡氏の強みは、独
自の発想力と長年培ってきた音楽
講師としてのキャリアで、教育現
場での負担軽減につながる商品を
次々と開発している。

そして、2023年３月に合同会
社Relier(ルリエ)を設立。当商
工会議所NORTH CREATORS 
CLUBのメンバーであるバイカイ
デザイン株式会社 代表取締役の
佐原和行氏とマッチングを行った。
会社のロゴ、名刺デザインなどを
佐原氏が担当し、開発中の新商品
のブランディングも進めていて、
今後の展開も注目だ。今回はそん
な長岡氏のアレテー（生き様）を紹
介したい。

（詳しくは11頁）

令和６年２月１日　毎月１日発行　通巻633号
北大阪商工会議所　［枚方市・寝屋川市・交野市］
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ニ
ュ
ー
エ
ネ
の
未
来V

ol.４

純
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
夢
、

つ
い
に
実
現
か

次
世
代
太
陽
光
発
電
を
侮
る
な
か
れ

昨
年
11
月
号
の
特
集
「
学
問
の
す
ゝ
め
の

薦
め
」
で
は
福
澤
翁
が
日
本
に
残
し
た
人
と

い
う
財
産
に
つ
い
て
触
れ
、
A
I
に
よ
る
シ

ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
後
に
求
め
ら
れ
る
要
素
と

し
て
考
察
し
た
。
オ
ー
プ
ン
A
I
に
つ
い
て

触
れ
て
い
く
前
に
、
福
澤
翁
か
ら
D
N
A
を

引
き
継
い
だ
現
代
の
我
々
が
地
球
・
日
本
の

た
め
に
取
り
組
む
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

挑
戦
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
。
前
回
は

島
国
日
本
に
膨
大
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る

洋
上
風
力
発
電
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
今
回

は
岸
田
総
理
が
G
７
で
触
れ
た
こ
と
に
よ
り

国
家
予
算
を
2
0
0
億
円
増
加
さ
せ
た
と
い

う
次
世
代
太
陽
光
発
電
、
い
わ
ゆ
る
ペ
ロ
ブ

ス
カ
イ
ト
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
触
れ
て
い

き
た
い
。

世
界
が
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る

ニ
ュ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー

2
0
1
5
年
の
国
連
総
会
で
SD
G
s（
持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
の
17
の
目
標
）が
採
択

さ
れ
て
か
ら
８
年
。
そ
の
後
2
0
1
8
年
、

E
U（
欧
州
委
員
会
）で
は
2
0
5
0
年
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
経
済
の
実
現
を
目

指
す
「
A 

clean 

planet 

for 

all」
と
い

う
ビ
ジ
ョ
ン
を
公
表
し
、
2
0
2
0
年
、
国

連
の
パ
リ
協
定
長
期
戦
略
23
に
お
い
て
、
こ

の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
表
明
に
至
り
、
イ
ギ
リ
ス

で
は
2
0
2
0
年
に
英
国
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
産
業
戦
略
省（
B
EIS）が
公
表
し

た
報
告
書
で
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ（
1
0
0
％
削
減
）

を
達
成
す
る
上
で
の
電
力
分
野
の
戦
略
的
な

位
置
づ
け
を
示
し
つ
つ
2
0
5
0
年
の
電
力

分
野
の
将
来
像
を
例
示
、
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ

デ
ン
大
統
領
は
2
0
2
1
年
の
就
任
初
日
に

パ
リ
協
定
に
復
帰
を
決
定
し
、
気
候
野
心
サ

ミ
ッ
ト
を
開
催
、
気
候
変
動
を
生
存
基
盤
に

関
わ
る
脅
威
で
あ
る
と
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
、

経
済
回
復
、
人
種
平
等
と
並
ぶ
最
重
要
課
題

の
一
つ
と
し
、
さ
ら
に
外
交
政
策
と
国
家
安

全
保
障
の
不
可
欠
な
要
素
に
位
置
付
け
、

「
気
候
変
動
へ
の
対
応
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
、
雇
用
増
」
を
同
時
達
成
す
る

「
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
」
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
発
展
途

上
国
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
傍
観
の
立
場
に

あ
っ
た
中
国
ま
で
も
2
0
2
0
年
の
国
連
総

会
一
般
討
論
演
説
で
習
近
平
国
家
主
席
が

「
2
0
3
0
年
ま
で
に
C
O
２

排
出
を
減
少
に

転
じ
さ
せ
、
2
0
6
0
年
ま
で
に
炭
素
中
立

を
達
成
す
る
よ
う
努
め
る
」
旨
を
表
明
し
た
。

気
候
野
心
サ
ミ
ッ
ト
で
も
同
主
席
は

「
2
0
3
0
年
に
G
D
P
当
た
り
C
O
２

排
出

量
を
65
％
以
上（
2
0
0
5
年
比
）削
減
す

る
」
と
よ
り
具
体
的
な
目
標
を
表
明
。
そ
の

後
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
向
け
補
助
金
等

の
施
策
に
よ
り
、
電
動
車
市
場
を
急
速
に
拡

大
さ
せ
、
2
0
1
9
年
時
点
で
世
界
市
場
の

約
半
分
を
占
め
、
さ
ら
に
2
0
2
5
年
ま
で

に
新
車
販
売
に
お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
の

割
合
を
20
％
前
後
に
引
上
げ
、
2
0
3
5
年

ま
で
に
新
車
販
売
の
主
流
を
電
気
自
動
車

（
E
V
）と
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
新
エ
ネ

車
産
業
発
展
計
画
を
2
0
2
0
年
11
月
に
公

表
、
さ
ら
に
2
0
2
1
年
に
は
「
国
家
適
応

気
候
変
動
戦
略
2
0
3
5
」
が
策
定
さ
れ
た
。

各
国
の
投
資
額
を
合
計
す
る
と
4
0
0
兆
円

に
迫
り
、
E
S
G
投
資
と
言
わ
れ
る
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
成
長
も
桁
違
い
だ
。
環
境
と
い
う

分
野
が
学
問
と
し
て
認
知
さ
れ
始
め
た
30
年

前
を
思
う
と
当
時
夢
物
語
だ
っ
た
世
界
が
現

実
の
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
今
や
当

た
り
前
の
感
覚
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
こ
の

８
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
世
界
や
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
常
識
が
大
き
く
覆
さ
れ
た
の
だ
。

一
方
我
が
国
は
、
ご
存
じ
の
通
り
化
石
燃

料
に
乏
し
く
国
際
的
な
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
や
国

際
連
系
線
も
な
い
。
原
油
の
中
東
依
存
度
は

主
要
国
の
中
で
突
出
し
、
長
期
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
は
人
口
減
少
に
よ
り
増
大
は
し
な

い
と
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
産
業
競
争
力
の

観
点
か
ら
も
電
力
品
質
の
要
求
水
準
は
維

持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
成
熟
経
済
で

あ
る
が
故
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ（
送
電

線
、
ガ
ス
導
管
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
）

が
既
に
全
国
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
多
消
費
産
業
を
中
心
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
は
極
め
て
高
い
。
こ
の
結
果
、
生
み
出

さ
れ
た
の
が
高
い
レ
ベ
ル
で
信
頼
で
き
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
技
術
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
だ
。
我
が
国
も
菅
元
総
理

が
2
0
2
0
年
所
信
表
明
演
説
で
2
0
5
0

年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指

す
こ
と
を
宣
言
、
2
0
2
1
年
の
地
球
温
暖

化
対
策
推
進
本
部
、
及
び
米
国
主
催
の
気

候
野
心
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
「
2
0
5
0

年
目
標
と
整
合
的
で
野
心
的
な
目
標
と
し

て
2
0
3
0
年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
を

2
0
1
3
年
度
か
ら
46
％
削
減
す
る
こ
と
を

目
指
す
。
さ
ら
に
50
％
の
高
み
に
向
け
て
挑

戦
を
続
け
て
い
く
」
と
表
明
し
て
い
る
。
そ

れ
以
前
の
目
標
は
2
0
1
3
年
度
比
で
26
％

削
減
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
「
国
が
決
定

す
る
貢
献（
N
D
C
）」
と
し
て
2
0
1
5
・

2
0
2
0
年
に
国
連
に
提
出
済
み
で
あ

る
。
菅
元
総
理
の
宣
言
は
、
こ
れ
ま
で
の

2
0
3
0
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標

を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
時
期
を
大
き
く
前

倒
し
す
る
も
の
と
言
え
そ
う
だ
。

次
世
代
型
、

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
光
発
電
と
は

日
本
政
府
が
肝
い
り
で
開
発
を
進
め
る
次

世
代
太
陽
光
発
電
＝
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太

陽
光
発
電
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
。
要

約
す
る
と
、
現
在
普
及
し
て
い
る
シ
リ
コ

ン
型
に
比
べ
、
発
電
効
率
は
そ
の
ま
ま
に

（
15
～
20
％
）、
重
さ
が
10
分
の
１
、
厚
さ
が

1
0
0
分
の
１
、
室
内
の
灯
り
で
も
発
電
し
、

照
射
角
度
に
よ
る
発
電
量
の
低
減
も
少
な
い
、

さ
ら
に
折
り
曲
げ
る
こ
と
も
可
能
、
し
か
も

安
価
に
作
れ
る（
技
術
が
確
立
さ
れ
、
量
産

化
が
進
め
ば
）、
と
い
う
特
徴
を
持
つ
と
さ

れ
る
。
具
体
的
に
想
像
し
て
ほ
し
い
。
重
さ

が
10
分
の
１
な
ら
、
こ
れ
ま
で
荷
重
制
限
の

関
係
で
設
置
検
討
す
ら
で
き
な
か
っ
た
工
場

や
住
宅
、
倉
庫
や
ル
ー
フ
に
も
載
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
薄
さ
が
30
分
の
１
で
角
度
も
自

由
な
ら
窓
や
壁
に
設
置
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

折
り
曲
げ
ら
れ
て
室
内
で
も
発
電
で
き
、
尚

且
つ
安
い
な
ら
、
曲
面
の
多
い
車
や
電
車
の

シ
ャ
ー
シ
、
小
さ
い
も
の
な
ら
ス
マ
ホ
や
イ

ヤ
ホ
ン
…
etc.あ
ら
ゆ
る
も
の
に
設
置
で
き

る
。
実
用
化
す
れ
ば
も
の
す
ご
い
可
能
性
を

秘
め
た
驚
異
的
な
太
陽
光
発
電
だ
と
い
う
こ

と
を
想
像
し
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。
そ
し

て
さ
ら
に
、
我
が
国
に
と
っ
て
最
も
重
要
な

特
徴
が
ま
だ
あ
る
。
そ
れ
は
…
主
原
料
と
な

る
ヨ
ウ
素
は
日
本
の
地
下
水
や
近
海
で
算
出

可
能
で
、
な
ん
と
日
本
の
産
出
量
世
界
シ
ェ

ア
は
約
30
％
…
。
こ
れ
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

輸
入
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
日
本
が
、
純
国

産
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
。
こ
れ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
の
面
か
ら
も
何
と
し
て
も
日
本
国
産
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
た
い
と
い
う
国

の
思
惑
も
理
解
で
き
る
。
我
々
に
と
っ
て
積

年
の
夢
の
技
術
な
の
だ
。

開
発
し
た
の
は
桐
蔭
横
浜
大
学
の
宮
坂 

力
教
授
ら
の
研
究
チ
ー
ム
。
2
0
0
9
年
に

ハ
ロ
ゲ
ン
化
鉛
系
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
を
利
用

し
た
太
陽
電
池
と
し
て
開
発
さ
れ
た
。
宮
坂

教
授
は
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
の

後
、
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
に
入
社
。
富
士
フ

イ
ル
ム
時
代
に
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
カ
メ
ラ
用

フ
ォ
ト
ラ
マ
フ
ィ
ル
ム
の
高
感
度
フ
ィ
ル
ム

の
開
発
や
リ
チ
ウ
ム
二
次
電
池
の
開
発
な
ど

を
手
掛
け
て
い
た
。
同
社
が
リ
チ
ウ
ム
二
次

電
池
開
発
を
「
採
算
が
採
れ
な
い
」
と
中
止

し
た
こ
と
を
受
け
、
桐
蔭
横
浜
大
学
の
知
遇

を
通
じ
、
同
大
学
院
教
授
に
就
任
。
そ
の
後

フ
ィ
ル
ム
と
電
池
の
知
見
を
活
か
し
ペ
ロ
ブ

ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
研
究
・
開
発
に
取
り
組

み
、
2
0
1
7
年
に
発
電
効
率
に
お
い
て
ブ

レ
イ
ク
ス
ル
ー
を
起
こ
す
論
文
を
発
表
し
た
。

は
じ
め
は
日
本
の
行
政
か
ら
も
企
業
か
ら
も

発
電
効
率
の
低
さ
か
ら
見
向
き
も
さ
れ
な

か
っ
た
と
い
う
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に

中
国
で
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
の
研
究

を
行
う
大
正
微
納
科
技
有
限
公
司
に
首
席
技

術
顧
問
と
し
て
迎
え
ら
れ（
技
術
を
引
き
抜

か
れ
）、
今
や
量
産
体
制
に
お
い
て
は
中
国

に
先
行
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
暗
雲
立
ち
込
め
、
な
に
や
ら
日
本
の
製

造
業
の
悪
夢
が
蘇
る
予
感
さ
え
す
る
様
相
だ
。

日
本
は
技
術
で
先
行
し
、
実
用
化
し
て
世
界

に
広
が
っ
た
と
た
ん
に
、
シ
ェ
ア
を
奪
わ
れ

る
と
い
う
黒
歴
史
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

し
か
し
前
述
の
我
が
国
に
と
っ
て
良
い
こ

と
し
か
な
い
メ
リ
ッ
ト
が
失
わ
れ
た
わ
け
で

は
な
い
。
政
府
も
重
い
腰
を
上
げ
、
経
済
産

業
省
の
政
策
メ
ニ
ュ
ー
に
は
ニ
ュ
ー
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
分
野
で
常
々
掲
載
さ
れ
、
昨
年
の
G

７
で
岸
田
総
理
が
次
世
代
太
陽
光
発
電
に
関

し
て
2
0
3
0
年
を
待
た
ず
に
量
産
体
制
を

築
き
、
出
来
る
だ
け
前
倒
し
で
開
発
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
公
言
し
た
直
後
、
当
初

4
0
0
億
円
だ
っ
た
開
発
予
算（
グ
リ
ー
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
）が
2
0
0
億
円
上

乗
せ
の
6
0
0
億
円
規
模
に
ま
で
膨
ら
ん

だ
。
国
が
次
世
代
太
陽
光
発
電
の
開
発
を
急

ぐ
の
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
理
由
が
あ
る
。
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
資
料
で
は
我
が
国
の
国

土
面
積
あ
た
り
の
太
陽
光
設
備
容
量
、
平
地

面
積
あ
た
り
の
太
陽
光
設
備
容
量
と
も
に
世

界
１
位
、
平
地
面
積
あ
た
り
に
至
っ
て
は
２

位
の
ド
イ
ツ
の
２
倍
以
上
の
差
を
つ
け
て
い

る
。
一
方
、
可
住
地
面
積
割
合
は
66
・
7
%

の
ド
イ
ツ
に
対
し
て
27
・
3
%
の
日
本
は
半

分
以
下
だ
。
か
な
り
健
闘
し
て
い
る
と
言
え

る
。
し
か
し
一
方
で
設
置
で
き
る
平
地
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
お
り
頭
打
ち
と
い
う
状
況

に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
さ
ら
に
も
う
一

方
で
は
、
2
0
3
0
年
度
に
は
太
陽
光
発
電

に
よ
る
電
力
を
電
源
全
体
に
対
し
て
現
在
の

８
%
か
ら
15
％
前
後
に
引
き
上
げ
る
と
い
う

政
府
目
標
を
掲
げ
て
お
り
「
土
地
が
な
い
の

に
ど
な
い
す
ん
ね
ん
」
状
態
に
陥
り
つ
つ
あ

る
の
だ
。
こ
の
窮
地
を
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
で

き
る
の
が
接
地
面
の
裾
野
を
広
げ
る
ペ
ロ
ブ

ス
カ
イ
ト
太
陽
光
発
電
と
い
う
わ
け
だ
。

海
外
で
は
、
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
P
V
が
タ
ン
デ
ム
型（
複
数
種
を
組
み
合

フィルム型ペロブスカイト太陽光電池
ロールイメージ（積水化学工業㈱）

フィルム型ペロブスカイト太陽電池
（東芝）

ペロブスカイト太陽光発電電池
（エネコートテクノロジーズ）

ガラス建材一体型ペロブスカイト
太陽光電池（パナソニックHD）

発電効率25.7%を達成したペロブスカイト
太陽光電池（エネコートテクノロジーズ）
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わ
せ
た
電
池
）太
陽
電
池
技
術
の
商
品
化
・

量
産
化
・
製
造
プ
ロ
セ
ス
に
焦
点
を
開
発
を

行
っ
て
い
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
サ
ウ
レ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
は

屋
内
向
け
の
電
子
商
品
タ
グ
等
の
ペ
ロ
ブ
ス

カ
イ
ト
太
陽
電
池
を
発
表
。
お
隣
の
中
国
で

は
2
0
1
5
年
頃
か
ら
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
が
複
数
設
立
。
多
数
の
企
業
や
大
学
が
中

国
自
国
内
の
特
許
取
得
を
進
め
て
い
る
と
見

ら
れ
、
研
究
開
発
が
盛
ん
に
進
め
ら
れ
て
い

る
。
中
で
も
宮
坂
教
授
が
技
術
顧
問
を
務

め
た
大
正
微
納
科
技
は
江
蘇
省
の
拠
点
に

8
0
0
0
万
元（
約
16
億
円
）を
投
じ
て
生
産

能
力
が
年
１
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
ラ
イ
ン
を
つ

く
り
、
22
年
夏
か
ら
量
産
を
始
め
た
。
23
年

を
実
用
化
レ

ベ
ル
ま
で
に

引
き
上
げ
た

実
績
を
持
つ
。

コ
ピ
ー
機
や

プ
リ
ン
タ
ー

の
技
術
を
応

用
し
な
が
ら
、

軽
く
て
安
価

な
次
世
代
太

陽
電
池
の
開
発
を
目
指
す
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

は
世
界
で
初
め
て
ガ
ラ
ス
建
材
一
体
型
ペ
ロ

ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
光
電
池
を
開
発
し
た
。
実

用
サ
イ
ズ（
>
8
0
0
㎠
）の
モ
ジ
ュ
ー
ル
と

し
て
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
発
電
効
率
17
・

9
％
を
達
成
し
て
い
る
。

量
産
化
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
耐
久
性
だ
。
量

産
化
が
出
来
て
も
建
材
や
屋
外
に
使
用
す
る

際
に
、
す
ぐ
壊
れ
て
し
ま
っ
て
は
意
味
が
な

い
。
現
在
量
産
化
が
始
ま
っ
て
い
る
海
外
勢

の
製
品
は
こ
の
耐
久
性
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー

が
出
来
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

そ
の
点
に
お
い
て
日
本
で
は
一
歩
リ
ー
ド
し

て
お
り
、
最
終
製
品
化
に
向
け
、
産
学
官
民

総
出
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
直
近
で

は
兵
庫
県
立
大
学
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
耐

久
年
数
を
20
年
相
当
ま
で
引
き
上
げ
る
実
証

実
験
に
成
功
し
た
よ
う
だ
。

そ
し
て
開
発
の
次
の
段
階
と
言
え
ば
実
証

実
験
だ
。
国
内
で
は
メ
ー
カ
ー
各
社
が
こ

ぞ
っ
て
数
々
の
実
証
実
験
を
発
表
し
て
い

る
。
積
水
化
学
は
N
T
T
デ
ー
タ
と
連
携
し

て
フ
ィ
ル
ム
型
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池

を
建
物
外
壁
に
設
置
し
た
国
内
で
初
め
て
の

実
証
実
験
や
東
京
都
と
下
水
道
施
設
の
蓋
を

活
用
し
た
実
験
も
始
め
、
現
在
工
事
が
進
む

う
め
き
た
駅
に
フ
ィ
ル
ム
型
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ

ト
太
陽
電
池
を
提
供
、
設
置
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
る
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
三
井

不
動
産
と
連
携
し
、
ガ
ラ
ス
建
材
一
体
型
ペ

ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
の
１
年
以
上
に
わ

た
る
長
期
実
証
実
験
を
神
奈
川
県
藤
沢
市
の

に
は
生
産
能
力
を
10
倍
に
拡
大
す
る
。

見
せ
つ
け
ら
れ
る
か
、
日
本
の
底
力

す
で
に
海
外
も
巻
き
込
ん
だ
開
発
競
争
が

激
化
す
る
中
、
日
本
企
業
も
黙
っ
て
は
い
な

い
。
積
水
化
学
で
は
大
阪
府
島
本
町
の
研
究

施
設
で
10
年
前
か
ら
技
術
開
発
を
進
め
て
お

り
、
横
幅
30
セ
ン
チ
の
ロ
ー
ル
状
に
な
っ
て

い
る
フ
ィ
ル
ム
に
結
晶
構
造
の
基
と
な
る
材

料
を
塗
り
付
け
る
タ
イ
プ
の
開
発
を
行
っ
て

い
る
。
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
は
湿
度

が
高
い
環
境
に
弱
い
ほ
か
、
一
般
的
な
照
明

の
光
で
も
性
能
が
劣
化
し
て
し
ま
う
。
同
社

は
精
密
機
器
に
ほ
こ
り
や
湿
気
が
入
り
込
ま

な
い
よ
う
密
閉
し
て
保
護
す
る
技
術
に
長
け

て
お
り
、
発
電
フ
ィ
ル
ム
を
保
護
す
る
技
術

で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
。
東
芝
は
フ
ィ
ル
ム

型
の
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
で
独
自
の

成
膜
技
術
を
開
発
し
、
フ
ィ
ル
ム
型
で
は
世

界
最
高
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率
15
・
1 

%

を
達
成
し
た
。
広
く
普
及
し
て
い
る
シ
リ
コ

ン
型
太
陽
電
池
並
み
の
変
換
効
率
を
実
現
し

て
い
る
。
2
0
2
5
年
ま
で
に
変
換
効
率
が

20
％
以
上
、
受
光
部
の
面
積
９
平
方
メ
ー
ト

ル
の
実
用
化
に
向
け
て
開
発
を
進
め
て
お
り
、

発
電
コ
ス
ト
は
１
k
W
h 
20
円
以
下
を
目

指
す
。
京
都
大
学
発
の
エ
ネ
コ
ー
ト
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ズ
は
ま
さ
に
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽

光
発
電
を
実
現
す
る
た
め
に
設
立
し
た
大
学

発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
だ
。
お
隣
の
久
御
山
町

に
事
業
所
が
あ
り
、
当
所
も
連
携
を
模
索
し

て
い
る
。
以
前
当
誌
で
も
紹
介
し
た
経
済
産

業
省
の
J-Startupに
も
エ
ン
ト
リ
ー
済
で
、

世
界
の
技
術
開
発
競
争
に
お
い
て
日
本
が

リ
ー
ド
し
て
い
く
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
2
0
2
1
年
末

時
点
で
既
に
発
電
効
率
25
・
7
%
を
達
成
し
、

必
要
と
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
、
形
状
の
製

品
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
当
所
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る

Ricohは
宮
坂
教
授
や
JA
X
A
と
共
同
研
究

を
行
い
「
色
素
増
感
太
陽
電
池（
D
SSC
）」

Fujisaw
aサ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ス
マ
ー
ト

タ
ウ
ン
内
に
新
設
さ
れ
た
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
で

開
始
。
Ricohは
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
と
連
携

し
店
舗
で
の
実
証
実
験
を
始
め
、
エ
ネ
コ
ー

ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
は
日
揮
の
工
場
屋
根
や

ト
ヨ
タ
の
車
載
用
電
池
、
K
D
D
I基
地
局
へ

の
設
置
、
ホ
シ
デ
ン
と
の
共
同
研
究
な
ど
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
研
究
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
連
携
を
進
め
て
い
る
。

北
大
阪
・
日
本
の
新
た
な
産
業
形
成
を

北
大
阪
商
工
会
議
所
で
も
早
速
、
日
本
商

工
会
議
所
と
連
携
し
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

や
メ
ー
カ
ー
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
進
め

て
い
る
。
実
証
実
験
の
場
と
し
て
新
会
館
を

使
え
な
い
か
交
渉
を
進
め
る
と
と
も
に
、
全

国
の
商
工
会
議
所
会
館
や
そ
の
会
員
の
中
小

企
業
の
皆
様
の
窓
口
と
な
り
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
構
築
の
た
め
の
生
産
参
入
と
設
置

導
入
の
普
及
に
取
り
組
み
、
う
ま
く
い
け
ば

中
小
企
業
の
G
X
に
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来

る
か
も
し
れ
な
い
と
期
待
を
寄
せ
る
。
北
大

阪
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
積
水
化
学
、
エ
ネ

コ
ー
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
な
ど
ペ
ロ
ブ
ス
カ

イ
ト
太
陽
光
発
電
開
発
に
お
け
る
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
が
集
積
し
て
お
り
、
大
阪
、
京
都
の

府
域
を
ま
た
ぐ
広
域
連
携
で
次
世
代
太
陽
光

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
地
域
と
し
て
の
地
盤
づ
く

り
を
目
指
す
。

こ
れ
ま
で
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
光
発
電

の
躍
進
に
触
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
ふ
と
不

安
が
よ
ぎ
る
。
次
世
代
太
陽
光
で
め
ち
ゃ
め

ち
ゃ
発
電
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
、

室
内
で
も
発
電
で
き
る
と
は
い
え
、
ピ
ー
ク

タ
イ
ム
は
日
中
、
と
い
う
こ
と
は
夜
間
電
力

を
補
う
た
め
に
今
度
は
蓄
電
池
が
売
れ
る
よ

う
に
な
る
…
蓄
電
池
の
方
は
ど
う
な
の
？
結

局
輸
入
材
料
？
と
こ
こ
で
お
考
え
の
方
も
多

い
こ
と
か
と
思
う
。
そ
こ
で
次
回
は
日
本

（
及
び
世
界
）の
蓄
電
池
事
情
の
黒
歴
史
と
輝

く
未
来
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
。

国土面積当たりの太陽光発電容量比較　資源エネルギー庁資料、「国内外の再生可能
エネルギーの現状と今年度の調達価格等算定委員会の論点案」（2021年10月）

色素増感太陽電池搭載の
マウス試験機（Ricoh）

部会講演会のご案内

講演会

:  200

本件担当｜北大阪商工会議所 事務局

TEL :072-843-5154
E -mai l  : s_omachi@kocci .or . jp

主催｜北大阪商工会議所

サービス業部会・理財業部会・商業部会

工業部会・諸業部会・北大阪工業クラブ

～

令和
年

がん光免疫療法について

光免疫療法は、光に反応する薬を投与し、薬ががんに十分集まったところでがんに対してレーザー光をあて
ることで治療する、新しいがん治療法です。日本においては、「切除不能な局所進行又は局所 再発の頭頸
部癌」に対する治療として 年 月に承認され、現在は保険診療として治療を受けることが可能です。
光免疫療法用の薬は、がん細胞の表面に多く出ている目印（抗原）にくっつくタンパク質（抗体）に、光に
反応する物質をつけたものです。この薬を点滴投与すると徐々にがんに集まっていき、 日くらいでがん細
胞に薬がたくさんくっつきます。そこにレーザー光を当てると薬が反応し、薬がたくさんくっついたがん細
胞は破裂して死滅します。一方で、光免疫療法用の薬がほとんどくっつかない正常細胞は、レーザー光を当
ててもダメージを受けません。また光免疫療法用の薬自体は細胞にダメージを与えませんし、使用するレー
ザー光も人体に害は及ぼさないので、抗がん剤のような治療部位以外での副作用はなく、患者にやさしいが
ん治療法といえます。

（出典）関西医科大学附属光免疫医学研究所ホームページ

お申込み・お問い合わせ

■ お申込みフォームから

北大阪商工会議所 よりお申込みください。

＜定員＞先着順２００名 ※申込期限 令和６年３月８日（金）

こちらからもお申込み
いただけます。

７２ ８４３ ５１５４

、参加者の実態調査・分析のため利用いたします。

■ お問い合わせ先

北大阪商工会議所 事務局

枚方市車塚 丁目 番 号（輝きプラザきらら内）

お申込み情報は、北大阪商工会議所からの各種連絡・情報提供のために利用する他

＜注意事項＞講演中の写真や動画撮影、録音などはお控えください。

■ 会場

枚方市総合文化芸術センター本館 関西医大小ホール

【公共交通機関をご利用の場合】
京阪電鉄 枚方市駅から徒歩７分
【お車をご利用の場合】
有料駐車場はありますが、台数に限りがあるため
公共交通機関のご利用をおすすめいたします

、参加者の実態調査・分析のため利用いたします。
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▪ 新入会員ご紹介 ▪ 〜ご入会ありがとうございます〜
（入会申込書の情報を基に、ご紹介の了解を得た事業所分のみ掲載しています）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   12月31日受付迄受付順

事業所名 営業内容 所 在 地
タクミフーズ㈱ 食品販売 寝屋川市清水町
Hair Labo 美容室 枚方市南楠葉
和食ダイニングあご屋 仕出し料理、宿泊業 枚方市長尾家具町
㈱パシオンクレスト 建設業 枚方市大垣内町
㈱タックル 不動産の売買、賃貸、管理、運用、仲介、斡旋並びにコンサルティング業 枚方市中宮西之町
奥田泰也 フォトグラファー（スポーツ等） 枚方市招提南町
日立造船㈱ 環境プラント、産業機器、精密機器の販売 大阪市住之江区南港北
おちゃっこサポート 結婚カウンセラーとして、皆様の婚活をサポートいたします。 交野市私市
SELP 枚方市樋之上町
㈱日伸建設 自然素材を使った住宅建築 交野市森南
（司）木村事務所 相続・成年後見などの法務サービスを通じ、地域の方々に安心と信頼をお届けします。 大阪市中央区平野町

（NPO）たゆらぎ 重度障害のある方がフリーランスで、PRのお仕事をしていただきます。メディアに出てお
られる方多数なので発信力ある方々です。よければ皆さんの商品、サービスのPRをします。 枚方市枚方上之町

㈱ケイトップ 仮設トイレをレンタル・販売し、同時に仮設給排水施工もする。 茨木市南目垣
松本賢仁 Web制作 枚方市長尾台
ラッピース㈱ 遺品整理業、古物商、福祉業 寝屋川市香里北之町
浦谷香菜子 目配り・気配り・心配りで愛のある司会進行を 枚方市船橋本町
NICO 乳ガン術後ケア・リラクゼーションサロン 寝屋川市香里南之町
行政書士office S 相続関係・法人設立・建設業許可・ビザ関連・交通事故・各種許認可 大阪市城東区鴫野西
㈱Kioo 電気・空調設備工事・リフォーム全般（京都支店） 枚方市星丘
おりおん工房 カウンセリング 枚方市楠葉美咲
アステージ社労士・行政書士事務所 社労士・行政書士事務所 大阪市中央区船越町
ワイズ 古物業　ブランド品買取販売 寝屋川市萱島東
ヘイワポッド 美容業（小顔矯正とヘッドスパ） 寝屋川市成田東が丘
あさがお警備保障 警備業 交野市私市
二葉食糧㈱ 米穀卸業者 交野市倉治

2023年12月６日（水）、コマツクラブにて枚方市工業
会の健康経営セミナーと年末交流会を開催いたしました。

枚方市健康福祉部より講師をお招きした健康経営セミ
ナーでは、参加者の健康状態をチェックする測定会から
始まり、健康経営の基礎から実践までを様々な事例紹介
を交えながらわかりやすくご説明いただきました。また
健康診断で行われる各検査の結果の見方についても詳し
く教えていただき、参加者からは多くの質問が寄せられ
ました。

セミナーの後は、枚方市長をはじめ６名のご来賓を
お招きし、年末交流会を開催。総勢35名が参加されま
した。2023年は新入会や交代等で新しい顔ぶれも増え、
多くの笑い声に包まれた盛況な会となりました。

枚方市工業会は、地域経済の振興と社会の発展のため、
工業をはじめあらゆる産業に関する諸課題についての調
査研究や関係機関との情報交換並びに協議・要望 活動
など、様々な事業活動を展開しており、ただいま新規会
員様を募集しております。

お問い合わせ・入会のお申込みは
北大阪商工会議所内　枚方市工業会 事務局まで

当所（久門哲男会頭）では、
12月４日、12月11日の２
日間、ニューコマンダーホ
テル（寝屋川市）にて、役
員・議員懇談会を開催しま
した。今年度は昨年度に引
き続き、少しでも多くの方
にご参加いただくため２日
間にわけて開催させていた
だき、108名の役員・議員

の皆様にご参加いただきました。役員懇談会では、事務
局の司会のもと、１回目（４日）久門会頭の挨拶、乾杯で
開会、２回目（11日）佐々木副会頭の挨拶に続いて、寺
村副会頭の乾杯で開会しました。久門会頭の挨拶では、
松本副会頭が委員長を務める新会館特別委員会の進捗や、

会員増強を目指した今後の会議所としての取り組みなど
についてコメント頂きました。大変貴重な機会を活用し、
一同有意義に情報交換され、宴たけなわの中、閉会とな
りました。

令和５年12月13日（水）18時30分より、ANAクラウ
ンプラザホテルに於いて、出席者（来賓出席を含む）44
名の参加のもと、「令和５年度　交野市工業会　年末懇
親交流会」を開催しました。

年末を控え、ご多忙の中で多くの会員事業所の皆様に
ご参加を頂き、会員相互の親睦・情報交換を図りました。
今回、初めての試みとして設けられた総務広報委員長の
太田氏による上期の活動実績報告。交野市工業会が団体
として知識研鑽・産業振興に取り組んできた事業内容等
を盛大に発表していただきました。

また終盤には会長である吉信氏の還暦祝いが執り行わ
れ、会場の盛り上がりはピークに。今年最後の例会は、
たくさん笑って、たくさん交流して締めくくりました。

　担当：親睦委員会

令和５年12月12日（火）ニューコマンダーホテルにて、
寝屋川市工業会（皆見会長）では12月度例会として、(一
社)スリーバランス 代表理事 植屋 浩幸 氏をお招きし、 
ビジネス未来塾Vol.2 「メンタルヘルスセミナー～最高
の職場を目指す～」を開催いたしました。

講演会では「最高の職場を目指す」をテーマに、スト
レスがかかる仕組みや会社で実践出来る「メンタルヘル
スケア」「ボディケア」について体感しながら学ぶこと
ができ、参加者からは「ボディケアを会社でも普及し
ていきたい」「メンタルヘルスの重要性がわかった」と
いった声が挙がりました。

またセミナー終了後には年末懇親会を開催し、「弦楽
四重奏」の演奏や「ビンゴ大会」などのアトラクション
を楽しみ、メンバー同士の親睦が深まる有意義な時間を
過ごしました。

当所 交通運輸業部会（部会長＝田崎 宏・㈱交野運送）
と建設業部会（部会長＝河本能久・河本興業㈱）は12月12
日、北大阪労働基準監督署より森署長、近畿運輸局大阪
運輸支局より稲住運輸企画専門官をお招きし、「2024年問
題」を正しく知る勉強会を開催し、60名が参加しました。

勉強会では、2024年４月から物流・運送業界や建設業
界で適用が予定される時間外労働の上限規制について、
事業者の皆様方が「何がどう変わるのか」「どのような
対策が必要なのか」を正しく知り、適切な対策を講じて
頂くため、改正内容や注意点、各種施策などをご紹介い
ただきました。

寝屋川市工業会 ビジネス未来塾Vol.2 
「メンタルヘルスセミナー ～最高の職場を目指す～」・

年末懇親会 開催

交通運輸業部会・建設業部会共催
「2024年問題」を正しく知る勉強会

～運送業も建設業も残業出来なくなるの？～

枚方市工業会枚方市工業会
健康経営セミナー・年末交流会 開催健康経営セミナー・年末交流会 開催

２日間にわけて役員・議員の交流を図る２日間にわけて役員・議員の交流を図る
－役員・議員懇談会－－役員・議員懇談会－

令和５年度　「交野市工業会令和５年度　「交野市工業会
年末懇親交流会」　開催年末懇親交流会」　開催

冒頭の会長挨拶 懇親会の様子
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「個人事業所」の皆様へ

所 得 税 ・ 消 費 税
確定申告相談会の開催について

　北大阪商工会議所では、毎年、近畿税理士会枚方支部との緊密な連携の下、同支部所属の税理士の先生を
招聘し、所得税・消費税確定申告相談会を実施いたしております。本年度につきましても、下記の通り開催
させていただく運びとなりましたので、必ず事前予約の上、ご利用くださいますようお願い申し上げます。

記

【枚 方 本 所】　　〔予約可能日〕２月16日（金）〜２月26日（月）　土・日・祝除く
　　　　　　　　〔時　間　帯〕午前10時・11時・午後１時・２時・３時のいずれか
　　　　　　　　〔会　　　場〕枚方市車塚１-１-１ 輝きプラザきらら７階 国際交流室
　　　　　　　　　　　　　　  ※‌�改修工事の状況により、会場が変わる可能性がございます。予めご了承く

ださい。

【寝屋川支所】　　〔予約可能日〕２月16日（金）〜２月22日（木）　土・日除く
　　　　　　　　〔時　間　帯〕午前10時・11時・午後１時・２時・３時のいずれか
　　　　　　　　〔会　　　場〕北大阪商工会議所 寝屋川支所内 寝屋川市東大利町２番14号

・前年度の所得が300万円以上の事業所様はお受けできません。
・‌�新規で相談会に参加希望の事業所様は、様々な条件がございますので予約の前に必ず、北大阪商工会議所に

お電話をお願いいたします。
・消費税は簡易課税を選択されている方のみの対応となります。

【問い合わせ・予約申し込み先】北大阪商工会議所　中小企業相談所
〔枚 方 本 所〕TEL 072-843-5154　　　〔寝屋川支所〕TEL 072-828-5151

●保険の概要
幅広い保障で、業務上・業務外を問わず、役
員および従業員の「もしも」や「まさか」に
備えることができる保険です。役員・従業員
の福利厚生制度としてご活用いただけます。

ここがおすすめ
◆‌�病気・災害による死亡、事故による入院を

365日24時間保障
◆医師の審査が不要で加入手続きが簡単
　※健康状態の告知が必要です。
◆余剰金があれば配当金として還元

●保険の概要
従業員に将来支払う退職金を、毎月定額の掛
金を支払い、計画的に積み立てることで、中小
企業でも安定した退職金制度が確立できます。

ここがおすすめ
◆‌�掛金は、従業員１人につき月額1,000円（１

口）から30,000円（30口）まで1,000円刻みで
設定可能

◆過去勤務期間の通算の取扱が可能
◆‌�退職給付金・遺族給付金・退職年金のいず

れかを従業員ご本人（またはご遺族）に直接
給付

◆‌�国の制度（中小企業退職金共済制度）との重
複加入も可能

◆‌�事業主が負担する掛金は全額損金または必
要経費に計上可能

※‌�記載の税務の取扱は、2023年４月現在の税
制に基づくもので、将来において保証する
ものではありません。

生命共済制度 特定退職金共済制度

詳細はこちらのQRコードから

商工会議所会員ならではの団体メリット満載！
ぜひご加入をご検討ください！

２月の専門相談・金融相談日

商工会議所の専門経営相談をご利用下さい専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家がどんな相談にも
的確なアドバイス

秘密
厳守

費用
無料! きらら事務所　中小企業相談所　TEL 072（843）5154

枚方市駅前事務所　　 TEL 072（843）5157
寝屋川支所　TEL 072（828）5151
交野支所　　TEL 072（892）6700

お気軽にご利用下さい要予約

注意：枚方市駅前事務所へお越しの際、ビオルネ提携駐車場をご利用されると割引サービスがあります。

相談内容 相　談　日 時　　　間 担当相談員
法 　　 律（於：枚方市駅前事務所） ２月13日（火）・27日（火） 午後２時〜４時 弁 　 護 　 士　門 前 武 彦　先生
法 　　 律（於：寝屋川支所） ２月21日（水） 午後２時〜４時 弁 　 護 　 士　松 本 　 勉　先生
税務・経理（於：枚方市駅前事務所） ２月14日（水）・28日（水） 午後１時30分〜３時30分 税 　 理 　 士　杉 本 隆 志 先生
労 　　 務（於：枚方市駅前事務所） 随　　　時 特定社会保険労務士　植 田 直 美　先生
特許・商標（於：きらら事務所） 随　　　時 弁 　 理 　 士　中 川 信 治　先生
金 　 融

〈枚方信用金庫〉（於：きらら事務所） ２月14日（水） 午前1 0時～正午 枚方信用金庫
融資相談担当者

金 　 融
〈公庫・国民生活事業〉（於：‌�きらら事務所） 毎週　木曜日 午前11時～午後３時 日本政策金融公庫　守口支店（国民生活事業）

融資相談担当者
事業承継・M&A（於：‌�きらら事務所） 随　　　時 枚方信用金庫

Ｍ＆Ａ・事業承継担当者
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プレスリリースとは、報道機関に向けて情報の提供・告知・発表を行うことです。「プレス」は報道機関、「リ
リース」は提供・告知・発表を意味しています。このプランでは北大阪商工会議所がお申込みいただいた事業所の
紹介記事をライティングし、取りまとめて告知を発表することにより、公のプレスにアプローチすることができ
ます。各種報道機関の目に留まれば、テレビや新聞、ラジオなどに貴社の情報が掲載されるかもしれません。ま
た、基本メニューとして当所のウェブサイトにプレスの内容を掲載させていただきますので、自社のウェブ上の告
知としてご活用いただくこともできます。

当プランでは、同時に北大阪商工会議所の公式LINEアカウントでの広告や会報誌での広告も連動できます。残
念ながら報道機関に取り上げられなかった場合でも4,000の会員企業や北大阪の企業人2,000人の端末へダイレ
クト広告を発信することができます。この機会にぜひご活用ください！

プレスリリースサービス、LINE広告のおススメ
北大阪商工会議所

お申込みは↓までご連絡を！
詳細をご連絡させていただきます。
北大阪商工会議所 The NORTH 編集担当

TEL：072-843-5152　FAX：072-841-0173　Mail：north@kocci.or.jp※必ず報道機関に取り上げられることを保証するものではございませんのでご了承ください。

料金
　33,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン④

プレス
リリース

North Web
サイト掲載

ウェブ上に告知のベースを
掲載したい方におススメ！

料金
　33,000円／回（税込）
頻度・締切
　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン⑤

LINE
広告

North Web
サイト掲載

低コストで迅速なB to B
広告をご希望の方におススメ！

料金
　99,000円／回（税込）
頻度・締切
　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン①

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報チラシ
折込

おススメ！
29,700円お得！

料金
　88,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン②
プレス

リリース
LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報誌
広告※

おススメ！
22,000円お得！

※表２もしくは表３、枠に空きがある月のみ可能

料金
　55,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン③

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

おススメ！
11,000円お得！

会員事業所限定!!

北大阪商工会議所×日本政策金融公庫守口支店  事業承継マッチング支援

北大阪商工会議所では、 日本政策金融公庫の事業承継マッチング支援データベースを活用し、 事業を譲り渡したい方、 事業を譲り受けたい

方に対する支援サービスを開始いたしました。

M＆Aというと敷居の高いイメージがありましたが、近年では小規模事業者のM＆Aも行われるようになってきており、承継者がいないケー

スでも廃業せずとも第三者への事業譲渡により事業承継される事例が多くみられます。 また、 創業や事業拡大をお考えの方にも、 事業を引

き継いで新たなビジネスに挑戦する形態について関心が高まってきています。

もし M&Aを考えるべきかもしれないと少しでも思われた方はお気軽にご相談ください。

事業を第三者から

譲り受けたい方

事業を第三者に

譲り渡したい方

M&Aで事業を拡大したい

お店を出す夢を叶えたい

お店を誰かに続けてほしい

大切な事業を譲りたい

そろそろ引退したいな。。。

M&Aなんて考えたこともなかった

売上1，000万円程度でもよいの？

日本政策金融公庫には、事業を譲り受ける際に

必要な資金にご利用いただける融資制度があります。

事業承継・集約・活性化支援資金
（企業活力強化貸付）

創業時や事業拡大時等の

コスト低減

経営資源の承継

譲渡収入の確保

従業員の雇用維持

取引先の引継ぎ

事業承継・Ｍ＆Ａのメリット

事業承継・Ｍ＆Ａのメリット

1
事業承継等に際して、株式や事業用資産を取得

する方などが対象

多様化する事業承継に、 幅広く対応

経営承継円滑化法の認定を受けた会社の代表者

個人や同法の認定を受けた事業を営んでいない

個人への融資が可能

poin
t

2poin
t

3poin
t

※審査の結果、ご希望に沿えないことがございます。

北大阪商工会議所　寝屋川支所 （京阪寝屋川市駅西口から徒歩2 分）

寝屋川市東大利町2番 14号　ＴＥＬ： ０７２-８２８-５１５１　ＦＡＸ： ０７２-８２８-５１５６

本所 （きらら事務所） 平日０９ ： ００～１７ ： ００ （土日祝は休み）

枚方市車塚 1丁目 1番 1号輝きプラザきらら6階　TEL ： 072-843-5154　FAX ： 072-841-0173
ご相談はこちらまで

北大阪商工会議所と日本政策金融公庫守口支店が手数料無料で、

事業承継・M&Aを支援します
北大阪

商工会
議所

会員限
定

お申込みはこちら ➡

広告主募集
会員限定

新たな会員サービスとして、アドバンス寝屋川に設置されている大型LEDビジョ
ン（アドバンスビジョン）の月額割引サービスをはじめました。
当所経由でお申込みいただくと、月額5,000円お得です!!

広告掲載をご希望の方はお気軽に寝屋川支所までお問い合わせください。

北大阪商工会議所 寝屋川支所　〒572-0042 大阪府寝屋川市東大利町２番14号 
Tel：072-828-5151　Fax：072-828-5156

◆ 設置場所
　‌�アドバンス寝屋川２号館壁面（京阪寝屋
川市駅出てすぐ）

◆ 放映時間
　‌�８：00～22：00（１日当たり約80回放
送予定） 動画 15秒／１枠

◆ ビジョンサイズ
　‌�W4800㎜ × H2880㎜
　‌�（約220インチ相当）

【契約金額】 動画、静止画併せて15秒以内
期間：《通常価格》　　　　　　 《会員限定価格》
２年：￥30,000／月 + 税　➡　￥25,000／月 + 税

１年：￥40,000／月 + 税　➡　￥35,000／月 + 税

半年：￥50,000／月 + 税　➡　￥45,000／月 + 税
＊別途コンテンツ制作費￥30,000が初回費用として掛かります。

ADVANCE VISION

お問い合わせ

・枚方市立地域活性化支援センターからのお知らせ・

日　時：２/18（日）14：00～16：00
会　場：‌�ビィーゴ　枚方市岡本町７番１号 枚方ビオ

ルネ５階（京阪「枚方市」駅より徒歩１分）
講　師：さわらぎ寛子 氏
対　象：起業に関心がある方等
定　員：14人（先着順） 
持ち物：‌�参加費1,000円、筆記用具、
　　　　（あれば）名刺

〔２/２（金）10：00より受付開始〕

テーマ：子育てしながら起業ってどう？ 

お茶しながら起業のコツが学べる♪
ひらかたビジネスカフェ

□‌ �こどもとの時間を大切にしたい。自分のペースで
働けるって、本当？

□‌ �以前から起業に興味がある。子育て中だけれど、
挑戦したい！

□ 子育てと起業って、両立できる？
そんな方はぜひご参加ください。子育てしながら独
立開業、コピーライターとしてご活躍のさわらぎ寛
子さんに、ご経験やノウハウをQ＆Aで伺います。
“起業の先輩” のリアルなお話を聞けるチャンスです
♪ドリンク付き。
※子育て中でなくてもご参加可能です。

申込はこちら↓

ひらっく(枚方市立地域活性化支援センター)
〒573-1159
枚方市車塚１-１-１ 輝きプラザきらら６階
WEB：https://www.hirakata-kassei.jp/
F A X：‌�072-851-5384
T E L：050-7105-8080

事業の紹介、起業に役立つ情報等を発信中！

ウェブ ブログ Facebook
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今
回
の
主
人
公
は
、
寝
屋
川
市
打
上
宮
前

町
に
あ
る
合
同
会
社Relier︵
ル
リ
エ
︶の
代
表
、

長
岡
雅
子
氏
。
長
岡
氏
は
、
大
手
音
楽
教

室
の
講
師
を
約
20
年
務
め
た
あ
と
、
個
人
で

子
ど
も
向
け
の
音
楽
教
材
の
開
発
を
始
め
た
。

自
宅
な
ど
で
気
軽
に
楽
し
め
る
よ
う
に
と
音

楽
プ
リ
ン
ト
の
無
料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
開
始
。

2
0
1
0
年
に
は
「
ど
れ
み
広
場
」
と
い

う
W
E
B
サ
イ
ト
を
自
ら
開
設
し
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
音
楽
教
材
や
教
具
を
販
売
。
中
で
も
、

小
中
学
校
向
け
に
開
発
し
た
黒
板
に
五
線
が

簡
単
に
引
け
る
「
チ
ョ
ー
ク
ラ
イ
ナ
ー
」
が

ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
小
学
校

の
教
員
を
し
て
い
た
息
子
の
「
担
任
が
音
楽

の
授
業
も
担
当
す
る
た
め
、
準
備
が
と
て
も

大
変
だ
」
と
い
う
現
場
の
声
か
ら
生
ま
れ
た
。

長
岡
氏
の
強
み
は
、
独
自
の
発
想
力
と
長
年

培
っ
て
き
た
音
楽
講
師
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア

で
、
教
育
現
場
で
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

商
品
を
次
々
と
開
発
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
2
0
2
3
年
３
月
に
合
同
会
社

Relier

︵
ル
リ
エ
︶を
設
立
。
当
商
工
会
議
所

N
O

RT
H

 C
REA

T
O

RS C
LU

B
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
バ
イ
カ
イ
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役
の
佐
原
和
行
氏
と
マ
ッ
チ
ン
グ

を
行
っ
た
。
会
社
の
ロ
ゴ
、
名
刺
デ
ザ
イ
ン

な
ど
を
佐
原
氏
が
担
当
し
、
開
発
中
の
新
商

品
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
進
め
て
い
て
、
今

後
の
展
開
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

親
と
の
約
束
を
果
た
し
、

大
手
音
楽
教
室
の
先
生
に

長
岡
氏
が
音
楽
を
始
め
た
の
は
、
３
、
４
歳

の
頃
。
大
手
音
楽
教
室
が
で
き
始
め
た
頃
で
、

当
時
、
自
宅
に
エ
レ
ク
ト
ー
ン
が
あ
る
家

庭
は
珍
し
く
、
親
か
ら「
先
生
に
な
る
ま
で

辞
め
な
い
な
ら
」と
い
う
条
件
で
買
っ
て
も

ら
っ
た
そ
う
だ
。
長
岡
氏
は
、
約
束
通
り
大

人
に
な
る
ま
で
レ
ッ
ス
ン
を
続
け
、
20
歳
の

時
に
大
手
音
楽
教
室
の
講
師
と
な
っ
た
。
結

婚
し
て
子
育
て
を
し
な
が
ら
20
年
以
上
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ピ
ア
ノ
や
エ
レ
ク
ト
ー

ン
を
教
え
て
き
た
。

寝
る
間
も
惜
し
み
、
独
学
で
パ
ソ
コ
ン
習
得

音
楽
一
筋
だ
っ
た
長
岡
氏
に
と
っ
て
大
き

な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
今
か
ら
20
年
あ
ま

り
前
の
こ
と
だ
。
夫
が
勤
め
て
い
た
会
社
が

倒
産
。
夫
は
、
文
化
施
設
の
施
工
管
理
な
ど

の
専
門
家
で
、
そ
の
つ
な
が
り
で
大
手
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
デ
ザ
イ
ン
会
社
か
ら
誘
い
を
受
け

た
が
、
新
た
な
仕
事
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
パ

ソ
コ
ン
が
使
え
る
こ
と
が
必
須
条
件
だ
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
、
夫
も
長
岡
氏
も
パ
ソ
コ
ン

が
全
く
使
え
な
か
っ
た
。「
主
人
は
、
電
子
レ

ン
ジ
も
使
え
な
い
く
ら
い
機
械
が
苦
手
。
私

も
マ
ウ
ス
の
使
い
方
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
け

ど
、『
じ
ゃ
あ
、
私
が
勉
強
し
て
教
え
る
わ
』

と
言
っ
て
、
猛
勉
強
を
始
め
た
」
と
い
う
。

夫
の
仕
事
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
パ
ソ

コ
ン
に
つ
い
て
学
び
始
め
た
長
岡
氏
。
驚
く

こ
と
に
、
２
、
３
年
後
に
は
市
民
向
け
の
パ

ソ
コ
ン
教
室
の
講
師
を
務
め
る
レ
ベ
ル
に
ま

で
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
知
識
を
得
意
の

音
楽
に
も
活
用
し
始
め
る
。
パ
ソ
コ
ン
で
音

楽
フ
ァ
イ
ル
を
作
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
音
楽
制
作
に
関
す
るM

ID
I

検
定
を
取
得
。

楽
器
店
の
シ
ス
テ
ム
開
発
部
門
か
ら
仕
事
の

依
頼
が
舞
い
込
み
、
病
院
の
受
付
機
の
デ
ジ

タ
ル
音
源
を
作
る
仕
事
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
改
修
な
ど
も
請
け
負
う
よ
う
に
な
っ
た
。

「
独
学
で
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
や
っ
て
い
た
。

だ
っ
て
、
生
活
が
か
か
っ
て
い
た
か
ら
。
当

時
、
ま
だW

ordPress

は
な
く
、H

T
M

L

を
勉
強
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
。

こ
ん
な
苦
労
話
も
明
か
し
て
く
れ
た
。

「
20
年
く
ら
い
前
な
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
が
今

の
よ
う
に
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
。『
音
楽
教

室
の
先
生
が
何
で
パ
ソ
コ
ン
や
っ
て
る
の
？
』

と
か
、『
パ
ソ
コ
ン
を
す
る
暇
が
あ
っ
た
ら
ピ

ア
ノ
の
練
習
し
た
ら
？
』
な
ど
と
周
囲
か
ら

言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
当
時
は
辛
い
気

持
ち
に
な
っ
た
け
ど
、
今
は
、
デ
ジ
タ
ル
の

時
代
。
あ
の
時
に
痛
い
目
に
晒
さ
れ
な
が
ら

も
勉
強
し
て
良
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

音
楽
教
材
を
自
ら
開
発
、
販
売
へ

そ
し
て
、
長
岡
氏
の
活
躍
の
場
が
さ
ら
に

広
が
っ
て
い
く
。
音
楽
教
室
の
講
師
と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
に
一
区
切
り
を
つ
け
た
あ
と

「
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
自
問
自
答

し
た
が
、
や
は
り
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
音

先
生
の
声
か
ら
生
ま
れ
た
音
楽
教
具
が
ヒ
ッ
ト

教
育
現
場
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る「
学
を
楽
に
」の
思
い

Nijiriguchi
代表　長 岡 雅 子 氏合同会社 Relier(ルリエ)

〒572-0862 大阪府寝屋川市打上宮前町２-２-503
TEL：072-813-3834
H P：https://m-relier.jp

広報の奈美さん（右）とセールスマネージャーの真希さん（左）

長岡代表ヒット商品のチョークライナー

楽
だ
っ
た
。

「
子
ど
も
た
ち
に
音
楽
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
」
そ
ん
な
思
い
か
ら
始
め
た
の
が
、

音
楽
の
教
材
作
り
。
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
で

気
軽
に
楽
し
め
る
よ
う
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
音

楽
プ
リ
ン
ト
を
作
り
、
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
よ
う
に
し
た
。「
最
初
は
自
己
満

足
み
た
い
な
感
じ
で
や
っ
て
い
た
け
ど
、
利

用
者
か
ら
の
反
応
が
あ
る
と
嬉
し
く
て
、
ど

ん
ど
ん
作
っ
た
。
で
も
、
そ
れ
で
お
金
を
い

た
だ
け
る
な
ん
て
全
然
思
っ
て
な
か
っ
た
」。

長
岡
氏
は
、
学
校
向
け
の
音
楽
教
具
の
開

発
に
も
乗
り
出
す
。
き
っ
か
け
は
、
東
大
阪

市
の
小
学
校
で
、
児
童
や
先
生
に
パ
ソ
コ
ン

の
使
い
方
を
教
え
る
「
教
育
情
報
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
を
務
め
た
経
験
だ
っ
た
。
当
時
、
小

学
校
に
は
、
音
楽
専
科
の
教
員
が
い
る
学
校

と
、
い
な
い
学
校
と
が
あ
り
、
い
な
い
学
校

で
は
、
担
任
の
先
生
が
音
楽
も
含
め
全
て
の

教
科
を
教
え
て
い
た
。
中
に
は
、
ピ
ア
ノ
が

弾
け
ず
、
音
楽
が
苦
手
な
先
生
も
い
て
、
非

常
に
苦
労
し
て
い
る
と
い
う
声
を
聞
い
た
の

だ
っ
た
。「
C
D
を
流
し
て
歌
う
だ
け
の
授

業
を
し
て
い
る
と
耳
に
し
、『
そ
れ
は
音
楽

の
授
業
で
は
な
い
な
』
と
思
っ
た
し
、
何
か

役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
た
」
と
い
う
。
教
員

が
リ
ズ
ム
指
導
の
た
め
の
リ
ズ
ム
カ
ー
ド
を

手
作
り
す
る
な
ど
、
細
々
と
し
た
授
業
の
準

備
作
業
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

長
岡
氏
が
開
発
し
た
の
が
、
指
導
者
用
小
学

校
音
楽
教
材
デ
ー
タ
「
ど
れ
み
の
お
ん
が
く

ど
り
る
」
だ
。
小
学
１
年
か
ら
６
年
ま
で
の

音
楽
教
科
書
に
沿
っ
た
内
容
で
、
リ
ズ
ム
や

音
符
、
リ
コ
ー
ダ
ー
の
指
の
使
い
方
な
ど
の

様
々
な
カ
ー
ド
デ
ー
タ
を
印
刷
す
る
だ
け
で

音
楽
の
授
業
の
準
備
が
整
う
と
い
う
も
の
。

デ
ー
タ
を
有
料
で
販
売
し
た
と
こ
ろ（
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
版
は
税
込
４
、9
5
0
円
）、
反

応
は
上
々
。
教
員
が
直
接
購
入
し
た
り
、
学

校
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
入
っ
た
り
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。「『
授
業
の
準
備
が
す
ご
く
楽

に
な
っ
た
し
、
こ
の
教
具
を
使
う
と
授
業

が
盛
り
上
が
っ
た
』
な
ど
と
言
っ
て
も
ら
え
て
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

息
子
の
声
か
ら
生
ま
れ
た
ヒ
ッ
ト
商
品

「
チ
ョ
ー
ク
ラ
イ
ナ
ー
」

教
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
教
材
や
教

具
の
商
品
開
発
は
、
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
。

黒
板
に
五
線
が
一
度
に
引
け
る
学
校
教
具

「
チ
ョ
ー
ク
ラ
イ
ナ
ー
」（
特
許
取
得
）が
ヒ
ッ

ト
商
品
と
な
り
、
長
岡
氏
は
、
2
0
1
8
年

に
個
人
事
業
「
ど
れ
み
教
材
開
発
」
を
開

業
。
こ
の
商
品
は
、
当
時
、
小
学
校
の
教
員

だ
っ
た
息
子
の
声
が
き
っ
か
け
。「
低
学
年

は
音
楽
室
が
使
え
ず
、
通
常
教
室
で
の
音
楽

の
授
業
の
前
に
、
黒
板
に
五
線
を
引
く
の
に

時
間
が
か
か
っ
て
と
て
も
大
変
だ
」
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。
開
発
に
要
し
た
年
月
は
、
３

年
。
こ
の
商
品
の
特
徴
は
、
５
本
の
チ
ョ
ー

ク
の
長
さ
が
バ
ラ
バ
ラ
で
も
使
え
る
点
で
、

ウ
レ
タ
ン
の
チ
ュ
ー
ブ
と
ス
ポ
ン
ジ
を
組
み

合
わ
せ
て
作
る
こ
と
で
実
現
で
き
た
そ
う
だ
。

「
チ
ョ
ー
ク
の
長
さ
が
全
部
違
っ
て
も
５
本

の
線
が
同
時
に
簡
単
に
引
け
て
、
さ
ら
に

チ
ョ
ー
ク
が
落
ち
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

素
材
選
び
が
難
し
か
っ
た
。
宅
配
便
に
入
っ

て
い
た
緩
衝
材
を
見
て
、『
も
し
か
し
て
使

え
る
か
も
！
』
と
思
い
、
似
た
よ
う
な
も
の

を
買
っ
て
き
て
、
試
行
錯
誤
し
て
や
っ
と
完

成
し
た
」
と
裏
側
を
明
か
し
て
く
れ
た
。
こ

れ
ま
で
に
な
か
っ
た
画
期
的
な
商
品
で
、
専

門
商
社
と
の
取
引
が
始
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、

音
楽
の
五
線
だ
け
で
は
な
く
、
英
語
の
四
線

引
き
が
で
き
る
商
品
も
作
っ
て
欲
し
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
チ
ョ
ー
ク
ラ

イ
ナ
ー
は
主
力
商
品
と
な
っ
た
。

現
在
、
長
岡
氏
が
手
が
け
る
商
品
は
、
リ

ア
ル
教
材
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
が
そ
れ
ぞ
れ
８

種
類
と
多
岐
に
わ
た
る
。
学
校
や
音
楽
教
室

で
、
音
符
や
リ
ズ
ム
を
学
ぶ
ツ
ー
ル
と
な
る

教
材
や
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
ワ
ー
グ
ナ
ー

と
い
っ
た
音
楽
家
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
た
プ
リ
ン
ト
な
ど
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
も
含

め
創
意
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
だ
。

合
同
会
社
設
立
へ
、

ク
リ
エ
イ
タ
ー
佐
原
氏
と
の
出
会
い

2
0
2
3
年
３
月
、
夫
の
定
年
退
職
を

機
に
、
合
同
会
社Relier

︵
ル
リ
エ
︶を
設
立
。

夫
も
社
員
と
し
て
加
わ
り
、
息
子
の
妻
、
真

希
さ
ん
が
セ
ー
ル
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
娘
の
山

下
奈
美
さ
ん
が
広
報
と
し
て
支
え
て
い
る
。

社
名
のRelier

は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
『
つ

な
が
る
』
と
か
『
関
連
付
け
る
』
な
ど
の
意

味
が
あ
る
そ
う
だ
。「
夫
は
、
福
井
県
立
恐

竜
博
物
館
や
、
大
阪
歴
史
博
物
館
と
い
っ
た

文
化
施
設
の
施
工
管
理
の
仕
事
を
し
て
き
て
、

音
楽
が
専
門
の
私
と
は
異
業
種
。
そ
ん
な
異

業
種
の
二
人
が
つ
な
が
る
。
そ
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
方
と
つ
な
が
っ
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
を
込
め
た
」。

掲
げ
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
学
」
を
「
楽
」

に
。
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
き
っ
か
け
で
、「
学

習
」
が
「
楽
習
」
に
な
る
こ
と
を
伝
え
た
い
。

当
商
工
会
議
所
で
は
、
松
井
経
営
指
導

員
が
事
業
拡
大
に
あ
た
っ
て
の
補
助
金
活

用
等
の
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

N
O

RT
H

 C
REA

T
O

RS C
LU

B

の
メ
ン

バ
ー
で
バ
イ
カ
イ
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社 

代

表
取
締
役
の
佐
原
和
行
氏
と
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
っ
た
。
会
社
の
ロ
ゴ
や
名
刺
デ
ザ
イ
ン
な

ど
を
佐
原
氏
が
手
が
け
、「
ロ
ゴ
は
、
フ
ラ

ン
ス
由
来
の
書
体
を
使
い
、『
つ
な
が
る
』

を
意
識
し
て
、
つ
な
げ
て
演
奏
す
る
こ
と
を

表
す
演
奏
記
号
の
ス
ラ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て

表
現
し
た
。
真
ん
中
の
「
i
」
の
文
字
が
黒

板
に
向
き
合
う
人
に
見
え
る
よ
う
に
工
夫
し

た
」
と
解
説
す
る
。

学
を
楽
に
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
共
感
し

た
と
い
う
佐
原
氏
。
長
岡
氏
の
強
み
に
つ
い

て
、「
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
ふ
れ
て
い
て
発
明

家
。
こ
れ
ま
で
の
商
品
開
発
の
量
、
ス
ピ
ー

ド
感
に
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
感
じ
る
。
ど
う
売

る
か
、
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
し

た
い
」
と
語
る
。

長
岡
氏
は
、
現
在
も
、
新
た
な
商
品
開
発

の
真
っ
最
中
だ
。
様
々
な
音
符
を
パ
ズ
ル
で

遊
び
な
が
ら
学
べ
る
教
材
や
、
宿
題
の
提
出

チ
ェ
ッ
ク
が
楽
に
な
る
小
学
校
向
け
の
教
具

な
ど
で
、
ど
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
い
く

か
佐
原
氏
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、
新
た
な
販
路

拡
大
も
目
指
す
。

長
岡
氏
は
「
例
え
ば
、
小
学
校
の
音
楽
の

授
業
は
嫌
い
だ
け
ど
、
歌
う
の
は
好
き
っ
て

い
う
子
が
い
る
。
そ
れ
も
音
楽
だ
よ
と
伝
え

た
い
。
音
楽
が
嫌
い
な
子
は
い
な
い
。
音
楽

に
は
力
が
あ
っ
て
、
誰
も
が
元
気
に
な
れ
る
。

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
学
び
を
楽
し
く
で
き

る
の
で
、
将
来
の
夢
と
し
て
は
そ
れ
を
実
現

で
き
る
“
ル
リ
エ
の
館
”
を
作
り
た
い
」
と

目
を
輝
か
せ
る
。
こ
れ
に
対
し
佐
原
氏
は
、

「
場
を
作
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
ご
主
人
が

入
っ
た
こ
と
で
、
楽
し
く
学
べ
る
場
所
作
り

が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

お
二
人
が
組
み
合
わ
さ
れ
ば
最
高
の
形
に
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」。

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
たRelier

︵
ル

リ
エ
︶が
音
楽
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
か
楽
し
み
だ
。

クリエイターの佐原専門員
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◇
軍
需
の
地
、
交
野
ケ
原

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
交
野
ケ
原
の

中
・
南
部
に
陸
軍
の
軍
需
工
場
が
３
か
所
も

で
き
た
。
い
ず
れ
も
終
戦
の
日
ま
で
、
空
襲

を
免
れ
砲
弾
や
弾
薬
を
製
造
し
、
保
管
し
続

け
た
。

禁
野
火
薬
庫
は
最
も
古
く
、
終
戦
ま
で
51

年
間
存
在
し
た
。
そ
の
間
２
回
の
爆
発
を
起

こ
し
、
特
に
２
回
目
の
大
爆
発
、
昭
和
13
年

（
1
9
3
8
）３
月
１
日
の
大
爆
発
は
、
周
辺

地
域
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
枚
方

市
は
記
憶
に
と
ど
め
ん
と
「
３
月
１
日
」
を

「
平
和
の
日
」
と
定
め
た
。　
　
　

最
近
ま
で
禁
野
や
香
里
ケ
丘
の
元
軍
需
工

場
跡
の
周
囲
に
は
「
陸
軍
省
用
地
」
や
「
陸

軍
用
地
」
と
刻
ま
れ
た
巨
大
境
界
石
が
残
り
、

住
民
に
強
い
威
圧
感
を
与
え
て
い
た
。
今
も

一
部
が
残
る
。（
写
真
①
、「
陸
軍
用
地
」
の

境
界
石　
枚
方
市
香
里
ケ
丘
２
丁
目
桜
公
園

内
）

◇
雉
鳴
く
里
が
火
薬
庫
に

明
治
27
年（
1
8
9
4
）、
日
清（
中
国
）戦

争
が
勃
発
す
る
と
、
陸
軍
は
禁
野
火
薬
庫

（
禁
野
本
町
１
～
２
丁
目
、
跡
地
に
市
立
ひ
ら

か
た
病
院
な
ど
）を
設
置
す
る
。
大
阪
砲
兵

工
廠（
明
治
２
年
、
大
坂
城
址
東
に
誕
生
）と

新
設
の
宇
治
火
薬
製
造
所（
宇
治
五
ケ
庄
）を

舟
運
で
つ
な
ぐ
淀
川
中
流
の
適
地
を
求
め
た
。

人
家
が
少
な
く
、
水
害
の
心
配
が
な
い
丘

陵
地
、
近
く
に
弾
薬
等
を
運
ぶ
船
が
着
岸
で

き
る
浜
を
作
れ
る
な
ど
の
理
由
で
、
禁
野
が

選
ば
れ
た
。
明
治
28
年（
1
8
9
5
）着
工
、

29
年（
1
8
9
6
）10
月
竣
工
、
明
治
30
年

（
1
8
9
7
）２
月
に
は
火
薬
の
格
納
を
始
め
る
。

平
安
の
貴
人
が
鷹
狩
を
し
た
「
禁
野
」
の

地
は
、
な
ん
と
陸
軍
火
薬
庫
に
変
貌
し
た
の

だ
。
昭
和
11
年（
1
9
3
6
）秋
に
は
、
片
町

線
津
田
駅
か
ら
引
込
線
が
敷
設
さ
れ
、
鉄
道

輸
送
の
便
が
図
ら
れ
る
。
こ
の
軌
道
跡
は
現

在
、
道
路（
通
称
「
平
和
ロ
ー
ド
」）に
な
っ

て
い
る
。
火
薬
庫
は
正
式
に
は
禁
野
火
薬
庫

と
い
い
、
後
に
大
阪
陸
軍
兵
器
支
廠
禁
野
弾

薬
庫
、
同
禁
野
倉
庫
、
終
戦
時
は
大
阪
陸
軍

兵
器
補
給
廠
枚
方
分
廠
と
改
称
し
た
。

◇
軍
需
の
街
、
枚
方
へ

昭
和
12
年（
1
9
3
7
）７
月
、
日
中
戦
争

が
始
ま
る
と
、
禁
野
火
薬
庫
の
隣
接
地
に
陸

軍
造
兵
廠
大
阪
工
廠
枚
方
兵
器
製
造
所（
中

宮
、
片
鉾
、
甲
斐
田　
跡
地
に
は
、
関
西
外

大
中
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
、
小
松
製
作
所
な
ど
）

が
建
設
さ
れ
、
翌
年
１
月
に
は
砲
弾
、
爆
弾
、

信
管
の
製
造
を
開
始
す
る
。
最
盛
期
に
は
従

業
員
３
万
人
、
日
本
最
大
の
砲
弾
製
造
所
に

な
る
。

次
い
で
同
12
年（
1
9
3
7
）12
月
に
は
、

陸
軍
は
宇
治
火
薬
製
造
所
の
新
工
場
を
計
画
、

ま
た
も
や
用
地
を
交
野
ケ
原
南
部
の
、
茄

子
作
、
中
振
の
丘
陵
地
に
求
め
た
。
14
年

（
1
9
3
9
）７
月
、
香
里
製
造
所
と
し
て
開

所
、
12
月
に
は
黄
色
圧
搾
工
場
と
し
て
火
薬

製
造
を
始
め
る
。
16
年（
1
9
4
1
）９
月
、

片
町
線
星
田
駅
か
ら
香
里
側
線
を
敷
設
。
軌

道
敷
跡
は
戦
後
、
道
路
に
な
る
。
17
年
３
月

に
は
、
東
京
第
２
陸
軍
造
兵
廠
香
里
製
造
所

と
し
て
独
立
す
る
。
1
4
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

敷
地
に
2
3
0
棟
の
建
物
を
擁
し
た
。（
写
真

②
、
香
里
製
造
所
の
遺
構
、
天
を
衝
く
ボ
イ

ラ
ー
用
煙
突
）

軍
国
日
本
の
拡
大
と
と
も
に
禁
野
に
火
薬

庫
、
中
宮
に
枚
方
兵
器
製
造
所
、
香
里
ケ
丘

に
香
里
製
造
所
の
陸
軍
施
設
が
広
が
り
、
枚

方
は
ま
さ
に
軍
需
の
街
と
化
し
た
。

◇
第
１
回
目
の
爆
発

明
治
42
年（
1
9
0
9
）８
月
20
日
午
前
２

時
過
ぎ
、
禁
野
火
薬
庫
第
２
倉
庫
が
爆
発
、

続
い
て
第
１
倉
庫
が
延
焼
爆
発
。
火
薬
業
者

に
売
り
渡
す
鉱
山
用
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
が
、
連

日
の
暑
さ
に
自
然
発
火
し
、
隣
接
の
第
１
倉

庫
保
管
の
、
黒
色
火
薬
の
誘
爆
を
ま
ね
い
た

の
だ
。
警
備
の
兵
７
人
が
負
傷
し
た
。
被
害

は
枚
方
、
川
越
、
山
田
、
牧
野
、
招
提
、
津

田
、
菅
原
、
交
野
に
及
ん
だ
。
地
元
か
ら
、

た
だ
ち
に
火
薬
庫
の
撤
去
を
求
め
る
声
が
出
、

町
村
長
ら
が
大
阪
府
庁
に
願
書
を
提
出
し
た
。

府
選
出
の
代
議
士
を
通
じ
て
陸
軍
大
臣
に
も

軍
需
関
連
３
か
所
も

　
　
　
雅
の
地
で
砲
弾
、
弾
薬

宿
場
町
枚
方
を
考
え
る
会
元
会
長  

堀
家
啓
男

交
野
ケ
原
編

North Notes of Historia

①「陸軍用地」の境界石

②香里製造所の遺構、天を衝くボイラー用煙突

陳
情
し
た
が
、
軍
備
拡
張
の
折
、
火
薬
庫
は

急
速
に
復
旧
、
拡
張
さ
れ
る
。︵
写
真
③
、
星

田
駅
に
向
か
う
香
里
側
線
跡
の
道
路　
茄
子

作
１
丁
目
、
左
方
向
へ
）

◇
昭
和
14
年（
1
9
3
9
）の
大
爆
発

　

‌�

火
薬
庫
大
爆
発
は
、
日
中
戦
争
が
激
化
す
る

昭
和
14
年
３
月
１
日
に
起
こ
っ
た
。

「
禁
野
倉
庫
災
害
事
故
綜
合
報
告
」
の
発
見

市
職
員
で
あ
っ
た
筆
者
は
昭
和
60
年

（
1
9
8
5
）４
月
、
枚
方
市
民
病
院
事
務
局

に
異
動
し
た
。
赤
字
財
政
再
建
で
病
院
駐
車

場
の
拡
張
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
隣
接
す
る

禁
野
火
薬
庫
址
の
国
有
地
の
買
収
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
夏
、
近
畿
財
務
局

に
足
し
げ
く
通
い
、
話
が
軌
道
に
乗
っ
た

頃
、
財
務
局
の
職
員
か
ら
、
実
は
あ
の
土

地
に
賃
貸
住
宅
が
１
軒
あ
る
。
そ
の
住
人
の

立
ち
退
き
の
話
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
。
普
通
財
産
の
国
有
地
に
、
な
ぜ
賃
貸
住

宅
が
あ
る
の
か
不
思
議
だ
っ
た
が
、
と
り
あ

え
ず
訪
問
し
た
。
訪
れ
た
住
宅
は
旧
火
薬
庫

表
門
や
衛
兵
所
に
近
い
官
舎
跡
２
棟
の
ひ
と

つ
で
あ
っ
た
。
住
人
は
な
ん
と
最
後
の
枚
方

分
廠
長
夫
人
で
あ
っ
た
。
事
情
を
説
明
す
る

と
、
す
ぐ
に
ご
理
解
い
た
だ
け
た
。
手
ご
ろ

な
住
宅
を
探
し
て
も
ら
え
れ
ば
協
力
す
る
と

の
こ
と
。
早
速
そ
の
手
配
を
し
、
引
っ
越
し

を
予
定
し
て
も
ら
え
る
ま
で
に
至
っ
た
。
最

終
の
話
に
伺
っ
た
時
「
堀
家
さ
ん
、
実
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
困
っ
て
い
る
書
類
が
あ

る
。
役
に
た
た
な
い
な
ら
、
こ
の
際
処
分
し

た
い
」
と
の
こ
と
で
奥
の
部
屋
の
書
だ
な
に

案
内
さ
れ
た
。
合
わ
せ
て
数
十
冊
の
書
類
綴

り
で
あ
っ
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
夫
が
、
こ
の

書
類
を
大
切
に
保
存
し
て
き
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
拝
見
し
て
、
す
ぐ
に
火
薬
庫
関
係

の
貴
重
な
書
類
等
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

大
爆
発
の
経
過
や
原
因
が
は
っ
き
り
し
て
い

な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
同
意
を
得

て
す
ぐ
に
市
史
編
纂
室
に
そ
の
旨
連
絡
し
た
。

「
禁
野
火
薬
庫
資
料
集
」（
枚
方
市
、
平
成
元

年
1
9
8
9
）の
刊
行
に
つ
な
が
る
『
資
料

発
見
』
の
瞬
間
で
あ
っ
た
。
同
資
料
集
の

巻
頭
「
刊
行
に
あ
た
っ
て
」
に
は
「
昭
和
60

年
、
禁
野
火
薬
庫
関
係
の
書
類
が
出
て
き
ま

し
た
」
と
そ
っ
け
な
く
記
載
す
る
が
、
用
地

買
収
に
入
っ
た
筆
者
と
夫
人
と
の
出
会
い
が

あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
の
結
果
で
あ
っ
た
と
思
う

と
、
う
れ
し
い
こ
と
だ
。

発
見
資
料
は
「
禁
野
火
薬
庫
資
料
集
」（
枚

方
市
）の
主
要
資
料
で
あ
る
。

◇
「‌�

昭
和
十
四
年
八
月
十
四
日　
禁
野
倉
庫

災
害
事
故
綜
合
報
告　
大
阪
陸
軍
兵
器

支
廠
」

発
生
場
所
―
―
禁
野
倉
庫
第
15
号
未
填
薬

弾
丸
庫

被
害
場
所
―
―
禁
野
倉
庫
全
部
、
隣
接
の

枚
方
製
造
所
建
物
の
一
部
、
枚
方
町
禁
野
、

中
宮
地
域
の
大
部
、
天
ノ
川
の
民
家
約
半
数

を
焼
失
、
爆
風
及
び
弾
薬
破
片
の
飛
散
は
禁

野
倉
庫
を
中
心
と
す
る
半
径
２
キ
ロ
の
地
域

に
及
び
、
人
畜
並
び
に
建
物
に
大
小
の
損
害

発
生
前
の
状
況
―
―
事
変
用
弾
薬
、
新
設

師
団
装
備
用
、
内
外
演
習
用
弾
薬
の
調
整
で
、

業
務
輻
湊
し
毎
日
、
約
4
5
0
名
の
人
員
、

し
か
も
同
年
２
月
か
ら
、
上
海
よ
り
還
送
の

旧
弾
を
流
用
す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、
15
号

未
填
薬
弾
庫
で
環
送
弾
の
信
管
離
脱
作
業
を

行
う
。
当
日
も
同
作
業
中

発
火
火
災
拡
大
並
び
に
鎮
火
―
―
午
後

２
時
45
分
、
還
送
弾
薬
の
信
管
よ
り
引
火

爆
発
、
不
完
全
爆
発
で
、
炸
薬
が
倉
庫（
木

造
）内
に
飛
散
し
倉
庫
火
災
と
な
る
。
午
後

３
時
20
分
、
小
爆
発
。
爆
音
を
聞
き
各
所
か

ら
、
消
防
、
警
察
、
製
造
所
職
工
ら
が
駆
け

つ
け
消
火
に
当
た
る
。
午
後
３
時
29
分
、
同

倉
庫
北
に
格
納（
格
納
箱
が
木
製
）の
填
薬
弾

が
一
時
に
大
爆
発
、
消
火
に
当
た
っ
て
い
た

大
部
が
即
死
、
又
は
重
傷
。
こ
の
大
爆
発
で

赤
熱
の
弾
丸
破
片
が
飛
散
、
他
の
建
物
に
飛

び
火
、
爆
発
延
焼
と
な
る
。
強
風
の
た
め
飛

び
火
、
累
次
の
爆
発
延
焼
。
こ
の
状
況
、
３

日
に
わ
た
る
。
禁
野
倉
庫
の
6
0
0
ｍ
以
内

に
近
づ
け
ず
、
支
廠
長
以
下
職
員
、
軍
、
警

察
、
消
防
隊
が
待
機
と
な
る
。
３
日
、
正
午

頃
、
弾
薬
の
炸
裂
よ
う
や
く
終
息
し
、
消
火
。

４
日
、
す
べ
て
鎮
火
。

破
片
の
飛
散
、
爆
風
被
害
は
、
禁
野
火
薬

庫
を
中
心
に
半
径
２
キ
ロ
、
中
宮
、
田
ノ
口
、

甲
斐
田
、
池
ノ
宮
、
枚
方
、
御
殿
山
、
牧
野
、

天
ノ
川
、
禁
野
、
村
野
、
山
ノ
上
、、
渚
、

小
倉
、
片
鉾
、
磯
島
、
犬
田
、
招
提
、
坂
、

大
塚（
高
槻
）に
及
ん
だ
。
住
民
12
名
を
含
む
、

死
者
94
名
、
負
傷
者
6
0
2
名
、
家
屋
の
全

半
壊
焼
8
2
1
戸
、
被
災
世
帯
4
4
2
5
世

帯
の
大
災
害
で
あ
っ
た
。

◇
そ
の
後
の
火
薬
庫

大
爆
発
後
、
禁
野
火
薬
庫
は
敷
地
の
３
分

の
２
を
枚
方
兵
器
製
造
所
に
譲
渡
、
残
り
は

未
填
弾
丸
庫
と
薬
き
ょ
う
類
の
倉
庫
だ
け
再

建
さ
れ
、
火
薬
庫
、
火
工
場
、
填
薬
弾
庫
は

祝
園
に
移
転
し
た
。

明
治
の
爆
発
の
経
験
が
生
か
さ
れ
ず
、
木

造
倉
庫
、
木
製
格
納
箱
な
ど
が
使
用
さ
れ
て

い
た
。
爆
発
後
、
誘
爆
に
よ
る
二
次
被
害
防

止
の
た
め
、
従
業
員
を
避
難
さ
せ
る
べ
き
な

の
に
、
消
防
隊
な
ど
を
現
場
に
向
か
わ
せ
た

な
ど
、
危
機
対
応
に
欠
け
て
い
た
。
最
後
の

分
廠
長（
分
廠
長
代
理
に
就
任
し
た
の
は
爆

発
後
の
昭
和
18
年
３
月
）が
こ
の
資
料
を
残

し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
爆
発
の
経
緯
が
判
明

し
た
。
戦
後
、
朝
鮮
戦
争
時
の
軍
需
工
場
復

活
の
話
も
大
爆
発
の
怖
さ
を
知
っ
た
市
民
の

反
対
も
あ
り
、
枚
方
は
平
和
な
住
宅
都
市
と

し
て
発
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
参
考
、「
禁
野
火
薬
庫
資
料
集
」「
枚
方

風
土
記
」「
郷
土
枚
方
の
歴
史
」「
枚
方
市
史

第
４
巻
」
枚
方
市
）

③星田駅に向かう香里側線跡の道路



今
月
は
北
大
阪
Y
E
G
の
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
や

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
大
阪
府
商
工
会
議

所
青
年
部
連
合
会（
大
阪
府
連
）や
他
単
会
と

の
繋
が
り
に
つ
い
て
、
境
田
専
務
理
事
に
お

話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
：
ま
ず
は
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
や
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
大
阪
府
連
な
ど
の
活
動
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

境
田
専
務
理
事
：
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
や
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ

Ｅ
Ｇ
、
大
阪
府
連
と
は
、
北
大
阪
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

よ
う
な
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
の
出
向
者
が
集
ま
っ
て

組
織
し
て
い
る
連
合
会
に
な
り
ま
す
。

　
全
国
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
4
1
8
単
会
あ
り
ま
す

が
、
例
え
ば
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
の
会
員
相
互
交
流
を
通

じ
て
、
自
企
業
の
発
展
と
豊
か
な
地
域
経
済

社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
る
連
合
会
で
す
。
そ
し
て
大
阪
府
連
で
あ

れ
ば
、
大
阪
府
下
12
単
会
か
ら
の
出
向
者
で

組
織
さ
れ
、
交
流
・
親
睦
を
軸
に
、
ビ
ジ
ネ

ス
交
流
や
各
種
研
修
な
ど
の
事
業
を
主
催
し
、

各
単
会
の
発
展
と
メ
ン
バ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
創
出
を
目
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
報
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
北
大
阪

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
る
の
か
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

境
田
専
務
理
事
：
令
和
５
年
度
、
北
大
阪
Ｙ

Ｅ
Ｇ
か
ら
は
出
向
役
員
と
し
て
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ

に
は
５
名
の
メ
ン
バ
ー
に
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
は
４
名
の
メ
ン
バ
ー
に
、
大
阪
府

連
に
は
５
名
の
メ
ン
バ
ー
に
出
向
し
て
い
た

だ
き
、
各
連
合
会
で
重
要
な
ポ
ス
ト
を
い
く

つ
も
担
わ
れ
て
い
ま
す
。

広
報
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
メ
ン
バ
ー
が
出
向
と
い
う
形
で
ご
活
躍

さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
そ
れ
で
は
、
他
単

会
と
の
交
流
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

境
田
専
務
理
事
：
連
合
会
以
外
に
他
単
会
と

の
交
流
と
い
え
ば
、
志
青
会
と
い
う
会
が
あ

り
ま
す
。
北
大
阪
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
大
東
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、

守
口
・
門
真
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
八
尾
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
い
う

近
隣
４
単
会
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
年
一
度

合
同
例
会
を
行
う
こ
と
に
よ
り
メ
ン
バ
ー
間

の
交
流
を
図
る
場
と
し
、
４
単
会
の
絆
を
深

め
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
懇
親
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
会
に
な
り
ま
す
。
今
年
は

北
大
阪
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
主
管
と
し
て
、「
聴
く
・

学
ぶ
・
触
れ
る
大
阪
I
R（
統
合
型
リ
ゾ
ー

ト
）！
」
と
い
う
交
流
の
企
画
を
令
和
６
年

２
月
14
日
に
開
催
し
ま
す
。

広
報
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
出
向
だ

け
で
は
な
く
近
隣
の
単
会
と
も
積
極
的
に
交

流
を
深
め
て
い
る
の
で
す
ね
！
特
に
今
年
度

は
、
令
和
５
年
12
月
11
日
に
、
秋
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ

と
の
「
友
好
宣
言
」
の
調
印
式
が
執
り
行
わ

れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
そ
の
経
緯
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

境
田
専
務
理
事
：
秋
田
Y
E
G
と
北
大
阪

Y
E
G
は
、
日
本
Y
E
G
３
大
事
業
で
あ
る

全
国
大
会
・
全
国
会
長
研
修
会
を
、
令
和
４

年
度
に
各
々
主
管
Y
E
G
と
し
て
企
画
・
実

施
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
そ
の
大
会
P
R

キ
ャ
ラ
バ
ン
か
ら
は
じ
ま
り
、
多
く
の
時
間

を
全
国
各
地
の
大
会
で
共
有
し
て
、
絆
を
培

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
第
７
回
全
国
ゴ
ル

フ
大
会
千
葉
茂
原
大
会
前
泊
の
秋
田
Y
E
G

と
の
合
同
懇
親
会
に
て
、
互
い
に
友
好
を
維

持
し
た
い
意
志
を
再
確
認
し
、
そ
し
て
両

Y
E
G
の
理
事
会
で
協
議
を
重
ね
、「
友
好

宣
言
」
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

　
締
結
式
は
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
千
秋
の

間
に
て
厳
粛
な
設
え
の
中
で
も
、
参
加
者
の

笑
み
の
絶
え
な
い
温
か
な
式
と
な
り
ま
し
た
。

広
報
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
４

年
度
に
育
ま
れ
た
友
情
が
「
友
好
宣
言
」
と

い
う
形
に
な
っ
て
令
和
５
年
度
に
引
き
継
が

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
！
で
は
、「
友
好

Ｙ
Ｅ
Ｇ
締
結
」
や
「
姉
妹
Ｙ
Ｅ
Ｇ
締
結
」
と

せ
ず
に
「
友
好
宣
言
」
に
さ
れ
た
理
由
も
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

境
田
専
務
理
事
：
友
好
締
結
の
際
の
名
前
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、「
友
好
Ｙ
Ｅ
Ｇ
締
結
」

や
「
姉
妹
Ｙ
Ｅ
Ｇ
締
結
」
と
い
う
と
、
毎
年

相
互
に
訪
問
し
あ
い
、
互
い
の
事
業
に
参
画

し
、
担
当
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

　
我
々
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
い
う
組
織
が
単
年
度
制
で

あ
り
、
そ
の
年
度
の
会
長
率
い
る
理
事
メ
ン

バ
ー
が
作
り
上
げ
て
い
く
組
織
で
す
の
で
、

そ
の
こ
と
に
最
大
限
配
慮
を
す
る
と
、
後
の

活
動
を
決
め
て
し
ま
う
よ
う
な
形
は
避
け
た

い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
ソ
フ
ト
な

表
現
で
あ
る
「
友
好
宣
言
」
と
い
う

形
式
を
選
び
ま
し
た
。

広
報
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

宣
言
文
「
秋
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
北
大
阪
Ｙ

Ｅ
Ｇ
は
両
Ｙ
Ｅ
Ｇ
間
の
友
好
を
互
い

に
深
く
理
解
し
合
う
た
め
に
友
好
関

係
を
こ
こ
に
宣
言
す
る
」
に
込
め
ら

れ
た
想
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

境
田
専
務
理
事
：
言
葉
ど
お
り
に
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
両
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
絆
と
そ
こ
に
至
る
歩
み
を
後

の
年
度
の
メ
ン
バ
ー
に
も
理
解
し
て

い
た
だ
き
、
未
来
の
さ
ら
な
る
友
好

に
繋
げ
た
い
と
い
う
想
い
で
す
。
ま

た
、
秋
田
Y
E
G
と
い
う
日
本
有
数

の
単
会
と
繋
が
り
を
持
ち
、
関
係
を

育
て
て
い
く
こ
と
は
、
我
々
北
大
阪

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
可
能
性
を
拡
げ
る
と
考
え

ま
す
。
こ
の
機
会
を
ど
の
よ
う
に
育

て
活
か
し
て
羽
ば
た
い
て
い
っ
て
く

れ
る
の
か
、
後
の
年
度
に
期
待
し
て

い
ま
す
！

広
報
：
境
田
専
務
理
事
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
は
北
大

阪
Ｙ
Ｅ
Ｇ
内
だ
け
で
は
な
く
、
日
本

Ｙ
Ｅ
Ｇ
や
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、

大
阪
府
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

や
た
く
さ
ん
の
単
会
と
の
交
流
の
機

会
が
あ
り
ま
す
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
ご
興
味
の

あ
る
方
は
是
非
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

北
大
阪
商
工
会
議
所　
青
年
部

枚
方
市
車
塚
１
‒
１
‒
１

輝
き
プ
ラ
ザ
き
ら
ら
６
階　
枚
方
市
立
地
域

活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
内

E-m
ail

：yegjim
u@

kocci.or.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
7
2
‒
8
4
3
‒
5
1
6
3

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
7
2
‒
8
4
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‒
0
1
7
3

16 The NORTH 2024 February The NORTH 2024 February 15

青年部 Young Entrepreneurs Group Information 青年部http://kitaosaka-yeg.jp/

せいしょう

青年部ニュース
発　行

北大阪商工会議所
青年部　広報委員会

北
大
阪
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
対
外
活
動

第279号

Young Entrepreneurs
 Group Informaition

友好宣言

北大阪商工会議所 青年部北大阪商工会議所 青年部

〒573-1159　枚方市車塚１丁目１番１号 輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5163　FAX：072-841-0173　北大阪商工会議所青年部事務局　http://kitaosaka-yeg.jp/

ご興味のある方は
こちらへ　　

令和５年度スローガン

令和５年度会長　亀岡健太郎
互

ご

敬
けい

相
あい

笑
しょう

  敬意と感謝を響きあわせ、個と共を両得させよう

商工会議所青年部【YEG】は
次代の地域経済を担う
若手経営者の集まりです。

会員募集



◆LINEからのニュース投稿機能について！ ◆プレゼント特集（ご提供頂ける事業所）募集

LINEから手軽にニュース作成と投稿が出来ます！
ぜひ、ご活用ください！

地域ポータルサイトのプレゼントコーナー!!
プレゼント提供をいただける事業所様を
募集中。コーナーでは、屋号と事業内容を
掲載いたします。
https://hirakata.mypl.net/article/present_kitaosakaランチ、デザートなどのイチオシ特集に参加しませんか

◆イチオシ特集・掲載募集 掲載無料！

枚方市産業振興キャラクター
ひこぼしくんまいぷれ通信まいぷれ通信

地域ポータルサイト

交野市産業PRキャラクター
おりひめちゃん

寝屋川市のマスコットキャラクター
はちかづきちゃん

こんな情報発信しています

会員の皆様が知っている何気ない情報、地元の人に知ってほしいとっておきの話。「まいぷれ」を使えばみんなに伝えられます。
それを知った誰かが、もっと街を好きになれるはずです。まいぷれは、地域に密着した情報をホームページでお届けしています。

まいぷれでまいぷれで
枚方市東香里にある「からだにやさしいお食事 ふぁいん」はひらかたポイントの協力店です。こだ
わりの食材でみんなに健康を届けたい！三大栄養素を基準に子供達にも野菜をたくさん食べて欲し
い。そんな想いから生まれたご飯屋さんです。
その日、農家さんから収穫された旬の野菜で季節を感じ、食を堪能することが出来ます。是非、召
し上がってみてください。

〜 からだにやさしいお食事 ふぁいん 〜

-----‌�北大阪商工会議所のポータルサイトを活用いただいている、感想をお聞かせください。
健康に過ごしたい！無添加無農薬をめざし、食の大切さを提唱している「ふぁいんのラ
ンチ」をお客様に知ってもらう為に地域ポータルサイトまいぷれから地域住民の方へ
“ふぁいん” のとれたて野菜やお客様の喜びの声などを発信しています。農家さんの顔
が見れるような新鮮な野菜をこれからもどんどん発信して元気な食づくりに励みます。
-----‌�からだにやさしいお食事 ふぁいん 代表 山本畤代様 お声を聞かせていただきありが

とうございました。

名　　称：からだにやさしいお食事 ふぁいん
住　　所：枚方市東香里２-１-24
電話番号：072-807-6367

ひらかたポイント協力店

枚方のギフトブランド【くらわんかFABRIC】ご存じですか
会員事業所のde lusso様は「くらわんかFABRIC」で地域をつむぎ、ヨシの可能性を未来へつなぐ活動をされています。
地域ポータルサイトまいぷれは「くらわんかFABRIC」を応援しています。

枚方市は、江戸時代、京都と大坂を結ぶ三十石船の中継ぎ港として賑わい、その船に寄り添い商売をしていたのが「くらわんか舟」です。
その小舟の商いが旅人の心を癒していたことでしょう。
淀川に自生する植物「ヨシ」は、水質浄化や生態系を保全する役割があります。
2020年ヨシを繊維化し綿と混紡したヨシ糸が誕生しました。

ヨシ繊維の特徴は
・ヨシは半永久的に調達可能な理想的なサステナブル素材
・ヨシは生命力の強さから古来より邪気を払う
・茅の輪や破魔矢に使われていた経緯からも縁起物
・ヨシ繊維は、抗菌性と消臭性がある

このヨシ繊維から生まれたのが、枚方のギフトブランド「くらわんかFABRIC」です。
2023年4月にスタートし、少しずつ実績を作っています。
このブランドは、形として残りますし、余って廃棄ロスも抑えられます。また使えば使うほど品質の良さを知り、
人へプレゼントしたくなります。地域の誇りと愛着が増して、枚方愛を人から人へ繋ぐ役割を担ってくれます。
枚方のお土産として！お祝いの品として！地域活性の応援として！活用ください。

de lusso くずは並木店
枚方市楠葉並木２-22-10 長沢ビル１Ｆ
Tell：072-850-8355

ヨシ今治タオル ヨシストール

会計士・税理士  岡 林 哲 男税理士・公認会計士が語る！

損益通算

役に立つ税の豆知識

読
者
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
確
定
申
告
の
準
備
は

進
ん
で
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
最
近
は
副
業
や
株
式
投

資
を
始
め
ら
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
副
業
や
株
式
投
資
で
損
失
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
他
の
利
益
等
と
相
殺（
損
益
通
算
）す
る
事
に
よ
り
、

節
税
で
き
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
損
益
通

算
の
具
体
例
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
損
益
通
算
と
は

損
益
通
算
と
は
、
同
一
年
分
の
利
益
と
損
失
を
相

殺
す
る
事
で
す
。
損
益
通
算
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

課
税
対
象
と
な
る
利
益
が
減
少
し
納
め
る
税
額
が
小

さ
く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
損
益
通
算
に
は
一
定
の

ル
ー
ル
が
あ
り
、
す
べ
て
の
損
失
が
す
べ
て
の
利
益

と
相
殺
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
定
の
ル
ー
ル
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
表
「
所
得

区
分
と
相
殺
対
象
の
黒
字
」
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。

相
殺
対
象
の
黒
字
欄
に
記
載
の
「
他
の
所
得
」
と
は
、

課
税
方
式
が
総
合
課
税
の
所
得
と
山
林
所
得
、
退
職

所
得
で
す
。

②
損
益
通
算
の
具
体
例

⑴
事
業
所
得
で
赤
字
に
な
っ
た
場
合

　

‌�　
事
業
所
得
の
赤
字
は
、
給
与
所
得
等
の
「
他

の
所
得
」
と
相
殺
す
る
事
が
で
き
ま
す
。
例
え

ば
、
こ
れ
ま
で
会
社
員
だ
っ
た
方
が
年
度
の
途

中
に
起
業
し
、
そ
の
事
業
が
赤
字
だ
っ
た
場
合

に
は
、
会
社
員
時
代
の
給
与
所
得
と
創
業
後
の

事
業
所
得
の
赤
字
を
相
殺
し
て
、
納
め
る
税
額

を
小
さ
く
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

⑵‌�

雑
所
得
と
し
て
申
告
す
る
副
業
所
得
が
赤
字
に

な
っ
た
場
合

　

‌�　
副
業
所
得
を
雑
所
得
と
し
て
申
告
し
て
い
る

場
合
に
は
、
所
得
区
分
は
「
業
務
に
係
る
雑
所

得
」
に
該
当
し
ま
す
。「
業
務
に
係
る
雑
所
得
」

は
、
給
与
所
得
等
の
他
の
所
得
と
の
相
殺
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
同
区
分
外
の
雑
所
得（
分
離

課
税
の
先
物
を
除
く
）と
の
相
殺
は
可
能
で
す
。

相
殺
可
能
な
同
区
分
以
外
の
雑
所
得
に
は
年
金

所
得
や
為
替
差
益
等
が
あ
り
ま
す
。

⑶
Ｆ
Ｘ
取
引
で
損
失
が
出
た
場
合

　

‌�　
Ｆ
Ｘ
取
引
で
発
生
し
た
所
得
は
、
分
離
課
税

で
あ
る
「
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
」
に
該

当
し
ま
す
。「
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
」
は
、

同
区
分
内
で
発
生
し
た
利
益
と
相
殺
す
る
事
が

で
き
ま
す
が
、
同
区
分
外
の
雑
所
得
や
他
の
所

得
と
相
殺
す
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
相
殺
可
能

な
同
区
分
の
取
引
と
し
て
は
、
商
品
先
物
取
引

や
金
融
商
品
先
物
取
引
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

同
一
区
分
内
で
相
殺
し
き
れ
な
か
っ
た
損
失
の

金
額
は
、
一
定
の
要
件
の
下
、
翌
年
以
後
３
年

内
の
各
年
分
の
「
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
」

の
金
額
か
ら
控
除
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

⑷
上
場
株
式
の
売
却
で
損
失
が
出
た
場
合

　

‌�　

上
場
株
式
の
譲
渡
損
失
は
、「
上
場
株
式
等

の
譲
渡
所
得
」
の
区
分
に
属
し
ま
す
。
他
の
上

場
株
式
等
の
譲
渡
益
と
相
殺
す
る
事
が
で
き
ま

す
が
、
他
の
譲
渡
所
得
や
他
の
所
得
と
相
殺
す

る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
特
例
と
し
て
、

申
告
分
離
課
税
を
選
択
し
た
上
場
株
式
等
の
配

当
等
に
か
か
る
配
当
所
得
や
利
子
所
得
と
相
殺

す
る
事
が
で
き
ま
す
。
な
お
ニ
ー
サ
口
座
で
の

譲
渡
損
失
は
非
課
税
の
た
め
、

損
益
通
算
す
る
事
が
で
き
ま

せ
ん
。

⑸‌�

居
住
用
住
宅
を
売
却
し
て
損
失

が
発
生
し
た
場
合

　

‌�　

土
地
建
物
等
の
譲
渡
に
よ

る
損
失
は
、
原
則
と
し
て
土

地
建
物
等
の
譲
渡
所
得
以
外

の
譲
渡
所
得
や
他
の
所
得
と

損
益
通
算
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
が
、
居
住
用
住
宅
の

売
却
に
伴
う
損
失
で
一
定
の

要
件
を
満
た
し
た
場
合（
詳
細

は
国
税
庁
の
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
確

認
下
さ
い
）に
は
、
損
失
を

他
の
所
得
と
損
益
通
算
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

損
益
通
算
を
し
て
控
除
し
き

れ
な
か
た
譲
渡
損
失
は
、
譲

渡
の
年
の
翌
年
以
後
３
年
内

に
繰
り
越
し
て
控
除（
繰
越
控

除
）す
る
事
が
で
き
ま
す
。

　
（
一
定
の
要
件
の
例
示
）

　
・‌�

譲
渡
し
た
居
住
用
住
宅
が
、
譲
渡
し
た
年
の

１
月
１
日
に
お
い
て
所
有
期
間
が
５
年
を
超

え
る
も
の
で
あ
る
事

　
・‌�

譲
渡
先
が
親
子
や
夫
婦
等
特
別
の
関
係
が
あ

る
人
で
は
な
い
事

　
・‌�

譲
渡
の
年
の
前
年
の
１
月
１
日
か
ら
翌
年
の

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
日
本
国
内
に
あ
る
資

産
で
家
屋
の
床
面
積
が
50
㎡
以
上
の
居
住
用

住
宅
を
取
得
す
る
事（
買
換
あ
り
）

　
・‌�

買
換
資
産
を
取
得
し
た
年
の
翌
年
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
居
住
の
用
に
供
す
る
事
又
は
供

す
る
見
込
み
で
あ
る
事（
買
換
あ
り
）

　
・‌�

買
換
資
産
を
取
得
し
た
年
の
12
月
31
日
に
お

い
て
買
換
資
産
に
つ
い
て
償
還
期
間
10
年
以

上
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
有
す
る
事（
買
換
あ
り
）

　
・‌�

住
宅
ロ
ー
ン
の
あ
る
居
住
用
住
宅
を
住
宅

ロ
ー
ン（
償
還
期
間
が
10
年
以
上
）の
あ
る
残

高
を
下
回
る
価
額
で
売
却（
買
換
な
し
）

【所得区分と相殺対象の黒字】
所得区分 課税方式 ※ 相殺対象の黒字（同一区分外）

不動産所得 総合 〇 他の所得
事業所得 総合 〇 他の所得
山林所得 分離 〇 他の所得

譲渡
所得

上場株式等 分離 〇 上場株式等に係る配当所得、利子所得のみ
一般株式等 分離 〇 相殺できない
土地建物等 分離 〇 他の所得（特定の要件を満たした場合のみ）

その他 総合 〇 他の所得

雑所得

公的年金等 総合 × －
業務 総合 〇 他の雑所得のみ（先物除く）
先物 分離 〇 相殺できない

その他 総合 〇 他の雑所得のみ（先物除く）
一時所得 総合 〇 相殺できない
利子所得 主に分離 × －

配当
所得

上場株式等 分離、総合 × －
その他 総合 × －

給与所得 総合 × －
退職所得 分離 × －

※　〇：赤字の可能性あり、×：赤字の可能性なし
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世紀の予算額！ 事業再構築補助金
一緒に将来へのビジョン、事業計画、策定しませんか！
（認定経営革新等支援機関　第8号認定2013年8月15日）

建物の様々な管理にお困りのオーナー様に朗報!!

一般労働者派遣随時登録┃清掃・警備・設備社員随時募集

■総合ビル管理■病院清掃■警備業務■一般労働者派遣 etc.お気軽にお問合せ下さい。

地元で愛され57年、更なる安心・安全で皆様に貢献していきます

ビル・病院・施設等の総合管理
我々が一括管理致します。

TEL.072-834-2927
枚方市出口３-１-20（FAX.072-834-0417）

大建管理株式会社
URL http://www.daikenkk.com/
E-mail daikenkk@ninus.ocn.ne.jp

枚方市尊延寺899-2
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お気軽にマイクロバスを使ってみませんか？

有限会社山口バス
0120-84-3306

定期便契約承ります

〒571-0074 大阪府門真市宮前町8-9
TEL：072-881-3306　FAX：072-881-3344
E-mail：info@yamaguchi-bus.jp
http://www.yamaguchi-bus.jp

〈トヨタ〉ハイエースコミューター
定員14名 〈三菱〉ローザ（トランク付き） 定員24名

〈三菱〉ローザ 定員25名 〈三菱〉エアロミディ
定員24名

少人数での送迎や観光に… 各種送迎に… 旅行や観光に…

会 員 限 定
折込広告・広告掲載サービス 北大阪商工会議所北大阪商工会議所  4,000会員4,000会員ににPRPRしませんか！しませんか！
会報誌『The NORTH』は、北大阪商工会議所の皆さまをはじめ、官公庁や全国主要
商工会議所等4,000社・団体に送付しています。
会員企業の皆様に直接お届けしますので、企業・団体向けのPRに最適です。

《こんなPRはいかがですか？》
◆ 自社PR・事業内容のご案内　　◆ 新商品・新サービスのご案内
◆ 各種イベント、セミナー等のご案内　　◆ 季節商品・各種宴会プランのご案内 　など

※‌�なお、会報誌に同封・掲載に際しては所内での審査が必要となりますので、あらかじめご了承ください。

お申込み・お問合せは 北大阪商工会議所 総務部 総務課　
〒573-1159 枚方市車塚１-１-１　輝きプラザきらら６階　枚方市立地域活性化支援センター内
ＴＥＬ 072-843-5151　ＦＡＸ 072-841-0173

広告チラシ同封サービス 折込料金（１種類あたり）
サイズ B5 A4 B4（２つ折） A3（２つ折）

会　　員 41,800円 62,700円 83,600円 125,400円

会員以外 83,600円 104,500円 167,200円 209,000円

広告掲載サービス 広告掲載料（月額）
場所 / サイズ １ページ 1/2ページ 1/4ページ

表紙裏 44,000円

背表紙裏 38,500円

記事中 28,600円 14,300円 7,150円

肉の松阪サンプラザ店にテーブル個室が誕生

営業時間
11：00～14：30
17：00～21：00
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Trivia

令和６年２月号
発行所／北大阪商工会議所

〒573-1159 枚方市車塚１丁目１-１ 輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north＠kocci.or.jp

TheNORTH

地域の統計

新規求人倍率

1.9
2.1
2.3

1.7
1.5
1.3
1.1
0.9
0.7

管内

大阪

全国

1.42

2.61

2.26

2.5
2.7
2.9
3.1

11月10月９月８月７月6月
管内については原数値、大阪・全国については季節調整値

有効求人倍率

1.0

1.2
1.4

0.8

0.6

0.4

全国
大阪

管内 0.69

1.28
1.26

1.41.4

1.6

1.8

2.0

11月10月９月８月７月６月

※住民基本台帳法改正により、総人口を表記しています。人口（11月末人口）

20万

10万

総人口 世帯数男 女

寝屋川市225,834

108,756 117,078 112,661

10万

5万

総人口 世帯数男 女

交 野 市

77,270

37,159 40,111
34,060

40万

30万

20万

10万

総人口 世帯数男 女

枚 方 市394,697

188,894 205,803
186,094

2023年12月23日～ 2023年12月29日㈱野村呼文堂　TEL.072-843-0221
ビジネス書ランキングビジネス書ランキングRanking

1 位　安倍晋三 VS 日刊ゲンダイ
小塚かおる 著(朝日新聞出版 ¥979)

2 位　変見自在　安倍晋三を葬ったのは誰か
	 髙 山 正 之 著(新潮社  ¥1,705)

3 位　言語の本質	 今井むつみ 著(中央公論新社 ¥1,056)

4 位　昭和の青春	 池 上 　 彰 著(講談社  ¥1,100)

5 位　大常識	 百 田 尚 樹 著(新潮社  　¥880)


